
政
椛
を
有
し
な
い
。

注
地
方
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
は
大
島
太
郎
「
地
方
制
度
（
法
体
制
準
備

期
）
」
・
大
島
美
津
子
「
地
方
制
度
（
法
体
制
硫
立
期
）
」
（
『
日
本
近

代
法
発
達
史
５
．
８
」
）
徳
田
良
治
・
福
島
正
夫
「
明
治
初
年
の
町
村

会
」
・
徳
田
良
治
「
明
治
初
年
の
町
村
会
の
発
達
」
「
わ
が
国
に
お
け
る

町
村
会
の
起
源
」
大
島
美
津
子
「
地
方
自
治
制
の
制
定
」
（
『
明
治
史
研

究
叢
曹
才
一
期
・
才
二
期
』
）
、
熊
本
喫
の
場
合
に
つ
い
て
は
鈴
木
喬

「
廃
藩
髄
県
後
の
県
治
」
「
大
小
区
制
と
地
方
自
治
」

「
鎚
租
改
正
と
町

村
合
併
」
外
海
卓
雄
「
郡
区
町
村
編
制
法
」
「
市
町
村
制
の
実
施
」

（
『
熊
本
県
史
近
代
編
第
菖
）
・
森
田
誠
一
「
農
村
の
推
移
と
県
政
」

（
『
熊
本
県
賎
会
史
第
一
巻
』
）
な
ど
参
照

こ
の
よ
う
に
行
政
的
に
独
立
体
と
し
て
の
擬
能
を
失
っ
た
部
落
は
、
社
会
生

活
の
面
で
も
完
全
に
行
政
村
の
中
に
埋
没
し
て
了
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の

賭
条
件
は
部
落
独
自
の
政
治
的
体
制
を
崩
壊
さ
せ
る
方
向
を
示
し
こ
そ
し
た

が
、
部
落
は
ま
だ
ノ
、
生
活
共
同
体
と
し
て
命
脈
を
保
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
部

は
し
が
き

近
世
農
村
に
お
い
て
村
落
生
活
を
自
治
的
に
規
制
す
る
も
の
と
し
て
ひ
ろ
く

村
規
約
が
あ
り
、
村
落
が
共
同
体
的
な
運
営
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は

幾
多
の
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
削
田
正
治
氏
「
日

本
近
世
村
法
の
研
究
」
に
詳
し
い
）
・
こ
の
よ
う
な
共
同
体
的
性
格
は
明
治
以

来
の
政
治
体
制
の
変
化
に
伴
な
っ
て
当
然
楚
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
農

地
の
私
的
所
有
。
篭
営
の
独
立
・
税
制
改
革
な
ど
の
賭
政
策
は
醍
民
を
共
同
体

的
規
制
か
ら
解
放
し
、
完
全
な
意
味
で
の
自
立
農
民
が
腿
生
し
、
従
っ
て
村
落

生
活
は
個
人
的
利
害
を
中
心
と
す
る
人
会
の
行
動
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
国
家
と
個
人
（
家
）
と
の
仲
介
と
し
て
、

近
世
的
な
農
村
に
代
っ
て
明
治
犯
年
新
し
い
町
村
制
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

所
調
行
政
村
と
さ
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
、
現
在
の
町
村
役
場
は
統
一
的
行
政
機

関
と
し
て
の
役
割
を
も
ち
、
そ
れ
以
外
に
行
政
を
坦
当
す
る
機
関
は
な
い
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
強
で
は
旧
来
の
村
（
部
落
）
は
行
政
村
の
末
端
た
る
大

字
（
ま
た
は
小
一
ご
と
し
て
把
握
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
部
落
自
身
は
行
政
・
財

部
落
規
約
に
み
る
村
落
生
活

ｌ
熊
本
県
上
益
城
郡
矢
部
町
Ｉ

松
本
寿
三

郎

１



矢
部
町
の
村
落
に
つ
い
て
は
和
名
抄
に
宅
部
郷
が
見
え
て
平
安
末
に
は
存
在

し
た
ら
し
く
、
新
撰
率
蹟
通
考
（
肥
後
文
献
叢
悪
才
三
巻
所
収
）
に
よ
る
と
、

鎌
倉
時
代
に
阿
蘇
惟
次
が
浜
町
に
居
を
定
ぬ
た
と
あ
る
。
ま
た
正
平
九
年
（
一

三
五
四
）
の
矢
郁
郷
村
注
文
に
は
総
数
五
四
村
が
あ
げ
ら
れ
、
五
万
分
の
一
地

図
に
照
合
し
て
み
る
と
殆
ん
ど
現
大
字
と
一
致
す
る
（
阿
蘇
文
笛
一
五
○
妙
）
。

南
北
朝
期
す
で
に
大
部
分
の
村
落
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

近
世
に
入
っ
て
こ
の
堆
方
は
矢
部
手
永
を
形
成
す
る
（
旧
朝
日
村
を
含
め
て

七
四
村
か
ら
な
り
、
肥
後
藩
に
お
け
る
股
大
の
規
模
を
も
つ
手
永
で
あ
る
）
・

明
治
二
一
一
年
町
村
制
に
よ
っ
て
下
矢
部
村
、
浜
町
、
中
島
村
、
白
糸
村
、
名
連

川
村
、
御
岳
村
、
朝
日
村
に
な
り
、
や
が
て
昭
和
三
○
年
以
降
町
村
合
併
が
な

さ
れ
て
朝
日
村
を
除
く
六
ヶ
町
村
が
合
併
し
矢
部
町
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
矢
部
町
の
地
理
的
歴
史
的
概
観

矢
部
町
は
熊
本
市
の
東
約
四
五
キ
ロ
の
浜
町
を
中
心
に
す
る
町
で
、
東
お
よ

び
南
は
同
郡
清
和
村
お
よ
び
八
代
郡
五
箇
荘
を
隔
て
程
宮
崎
県
に
つ
ら
な
り
、

北
は
阿
蘇
外
輪
山
頂
で
阿
蘇
郡
と
境
す
る
。
こ
の
地
は
九
州
山
脈
と
外
輪
山
に

か
こ
ま
れ
た
山
村
で
標
商
平
均
四
五
○
米
、
山
あ
い
の
谷
間
ｊ
、
に
村
落
が
散

在
し
俗
に
「
矢
部
四
十
八
谷
」
と
い
わ
れ
る
。
起
伏
の
多
い
山
間
地
帯
の
た
め

交
通
に
恵
ま
れ
ず
、
県
内
で
も
開
発
の
遅
れ
た
処
と
さ
れ
て
い
る
。

落
諸
行
事
が
部
落
寄
合
に
お
け
る
決
溌
す
な
わ
ち
部
落
規
約
に
示
さ
れ
る
こ
と

で
明
ら
か
に
し
得
よ
う
。
か
く
て
現
在
の
農
村
生
活
は
共
同
体
的
慣
行
な
り
、

部
落
規
約
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
矢
部
町
に
お
け
る
部
落
規
約
を
通
じ
て
村
落
生
活
に
お
け
る
共
同

体
的
規
制
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

オー表欠部町における土地面積（I1a）
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189

大
部
分
が
市
街
地
で
あ
る
大
字
浜
町
・
下
市
・
千
滝
・
下
馬
尾
・
城
平
な
ど
に

染
中
し
て
い
る
の
で
、
山
間
に
散
在
す
る
部
落
で
は
一
’
二
戸
の
雑
貨
屋
の
ほ

か
は
殆
ん
ど
農
業
に
従
事
し
て
い
る
と
い
え
る
。

戸
数
の
上
か
ら
村
落
形
成
を
み
る
と
、
市
街
地
を
な
す
大
字
浜
町
・
畑
・
下

馬
尾
・
下
市
・
千
滝
な
ど
に
著
し
い
発
展
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
散
在
部

落
は
比
較
的
に
変
動
が
少
な
い
の
が
対
照
的
で
あ
る
。
明
治
一
五
年
の
「
上
益

城
郡
村
総
」
と
昭
和
三
五
年
の
「
国
勢
鯛
査
概
要
」
と
を
比
較
し
た
も
の
が
次

表
で
あ
る
が
、
農
業
（
近
年
交
通
の
発
連
に
よ
っ
て
若
干
現
れ
た
林
業
従
駆
者

も
含
ま
れ
る
）
を
主
産
業
と
す
る
部
落
は
明
治
以
後
に
お
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
増

特性別世帯数
矢
部
町
の
土
地
利
用
を
分
類
す
れ
は
才
一
表
の
如
く
で
あ
る
。
土
地
は
山

林
、
原
野
が
八
五
％
を
し
め
る
が
そ
れ
ら
は
交
通
不
便
な
た
め
戦
前
に
は
林
業

を
業
と
し
得
ず
、
ま
た
山
林
の
開
発
も
お
く
れ
て
お
り
、
主
要
産
業
は
農
業
で

あ
っ
た
。
昭
和
三
五
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
特
性
別
世
帯
数
を
み
る
と
次
の
如

く
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
製
造
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
・
勤
労
者
お
よ
び
準
世
帯
の

1,104

236

世帯総数 4,861

漁 業 １

農 業

製，連ｂ鉱

商，サービス，自由

勤め人労務者

無（内職）

準世帯

2,462

昭和

714

35年センサスによる

３

155

農家戸数瑠加率
加
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
の
町
の
推
移
を
知
る
上
で
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
明
治
以
後
散
在
部
落
の
周
辺
で
増
加
し
た
戸
数
の
う
ち
に

は
、
営
林
局
噸
業
所
従
業
職
員
の
み
の
部
落
が
四
部
落
ほ
ど
あ
り
、
開
拓
団
に

よ
る
部
落
二
つ
が
あ
る
。
ま
た
般
近
外
来
者
の
た
め
の
団
地
が
三
・
四
簡
所
造

成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
既
成
農
林
の
部
落
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
い
る
。

二
部
落
規
約
の
所
在

矢
部
町
は
大
字
で
あ
る
が
行
政
怪
と
し
て
の
駐
在
柊
で
は
九
四
の
区
域
に
分

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
生
活
集
団
と
し
て
の
部
落
は
二
○
○
狸
に
な
る
。
そ
し
て

そ
れ
ら
の
中
に
は
旧
藩
期
の
村
が
そ
の
ま
槌
一
部
落
で
一
大
字
と
い
う
処
も
あ

れ
ば
、
旧
藩
の
村
で
一
部
落
だ
が
他
と
合
し
て
一
大
字
を
な
す
も
の
、
旧
藩
の

小
村
で
一
部
落
を
な
す
も
の
な
ど
種
女
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
合
併
剛
の
行
政
村

に
よ
る
整
理
統
合
や
部
落
間
の
距
離
・
戸
数
な
ど
諸
条
件
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
大
字
の
規
模
の
大
小
に
よ
ら
ず
、
村
落
形
成
の
一
単
位
と
し
て

の
部
落
が
、
一
つ
の
生
活
集
団
と
し
て
の
規
約
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
大

字
白
藤
は
旧
藩
期
の
白
石
村
と
柑
藤
寺
（
旧
犬
飼
村
の
小
村
）
か
ら
な
る
が
双



昭
和
三
十
六
年
一
月

９
千
滝
元
組
部
落
規
約

、
（
桐
原
）
昭
和
三
十
八
年
度
決
騒
事
項

旧
白
糸
村

皿
（
犬
飼
）
規
約
昭
和
三
十
六
年
一

皿
矢
部
町
田
吉
区
規
約
昭
和
三
十
一
年
起

蜘
（
白
石
）
昭
和
三
十
八
年
度
部
落
初
会
賎
協

叫
（
相
畷
寺
）
昭
和
三
十
八
年
度
初
会
議
決
定

頂
長
野
部
落
規
約

脇
（
笈
石
）
初
会
議
録
昭
和
三
十
八
年
一

旧
下
矢
部
村

血
昭
和
三
十
二
年
度
牧
野
規
約
霞

肥
（
白
小
野
）
昭
和
三
十
八
年
鴎
婆
議
事
録

方
は
部
落
と
し
て
は
独
立
し
た
規
約
を
有
す
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

現
在
ま
で
に
採
訪
し
た
部
落
規
約
は
旧
中
島
村
と
白
糸
村
の
一
部
を
除
い
て

矢
部
町
全
域
に
お
よ
ぶ
三
一
一
部
落
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
名
称
は
次
の
如

く
で
あ
る
。

旧
浜
町

１
南
田
部
落
部
落
規
約
露
昭
和
三
十
五
年
改

２
（
山
田
）
初
会
騒
宙
類
塞
二
十
八
》

３
矢
部
町
大
字
杉
木
規
約

４
（
市
原
）
規
約
笹

５
芦
屋
田
部
落
規
約
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日

６
寺
川
部
落
規
約
条
例

７
梅
木
部
落
規
約

８
下
大
川
元
組
規
約
書
昭
和
三
十
二
年
一
月

、
（
白
石
）
昭
和
三
十
八
年
度
部
落
初
会
賎
協
識
事
項

雌
（
相
畷
寺
）
昭
和
三
十
八
年
度
初
会
議
決
定
事
項

頂
長
野
部
落
規
約

脇
（
笈
石
）
初
会
議
録
昭
和
三
十
八
年
一
月
廿
日

現
在
ま
で
の
鯛
査
に
よ
っ
て
部
落
規
約
の
存
否
を
み
る
と
、
規
約
が
あ
っ
て

そ
れ
に
従
っ
て
生
活
が
規
定
さ
れ
る
処
は
、
す
く
な
く
と
も
近
世
以
来
の
村
落

で
あ
り
明
治
以
後
に
で
き
た
集
落
（
国
有
林
労
務
者
の
村
落
や
団
弛
な
ど
）

や
、
明
治
以
前
の
戸
数
よ
り
も
明
治
以
降
の
移
入
者
が
圧
倒
的
に
多
い
浜
町
・

下
市
・
下
馬
尾
・
千
滝
・
城
平
な
ど
市
街
部
に
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は

規
約
の
及
ぶ
範
囲
に
も
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
明
治
以
後
の
町
村
合
併
や

大
字
の
改
編
・
統
合
に
よ
っ
て
、
部
落
が
行
政
的
に
独
立
し
な
く
な
っ
て
も
集

胡
（
藤
木
）
部
落
協
定
記
録

加
（
万
坂
）
昭
和
三
十
七
年
度
初
集
会
協
議
事
項

皿
（
瀬
巌
）
識
班
録

浬
北
川
内
区
規
約

旧
御
岳
村

”
（
入
佐
）
初
会
識
決
職
事
項
控

汎
麻
山
駐
在
区
規
約

浦
（
後
谷
）
昭
和
三
十
七
年
度
規
約

妬
矢
部
町
大
字
下
川
井
野
部
落
会
規
程

”
（
小
笹
）
昭
和
三
十
五
年
度
規
約

犯
場
成
初
会
識
鐘

”
（
川
内
）
昭
和
三
十
八
年
度
部
落
規
約

旧
名
連
川
村

鋤
（
才
三
駐
在
区
）
部
落
規
約

弧
（
才
一
駐
在
区
）
昭
和
三
十
八
年
度
春
季
総
会
議
事
録

旧
中
島
村

犯
矢
甑
町
大
字
田
小
野
部
落
規
約

４ー



〃３１〃

〃３４〃

規
約
の
名
称
は
前
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
部
落
規
約
・
規
程
・
議
事
録
な
ど
で

あ
る
が
、
・
内
谷
的
に
こ
れ
を
み
る
と
い
ず
れ
も
村
落
に
お
け
る
生
活
上
の
規
定

落
の
上
で
は
独
立
し
た
形
が
保
た
れ
、
社
会
生
活
は
独
立
し
て
行
な
わ
れ
る
場

合
、
例
え
は
旧
御
岳
村
大
字
川
野
は
川
内
と
横
野
が
合
併
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
生
活
集
団
と
し
て
は
川
内
部
落
規
約
と
横
野
初
会
蟻
食
事
録
と
に
規

制
さ
れ
る
も
の
で
、
同
じ
大
字
で
あ
っ
て
も
例
え
は
役
金
負
担
に
つ
い
て
横
野

部
落
民
は
賀
貸
価
格
一
円
に
対
し
て
四
円
・
他
部
落
民
は
一
一
○
円
と
差
別
す
る

の
で
あ
る
。
↑
」
抵
で
は
部
落
が
依
然
生
活
集
団
と
し
て
生
き
て
い
る
わ
け
で
、

そ
の
よ
う
な
形
で
保
た
れ
た
部
落
に
お
け
る
伝
統
的
な
慣
習
が
成
文
と
し
て
残

さ
れ
た
も
の
が
、
部
落
規
約
な
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
部
落
規
約
の
性
格
は
と
く
に
部
落
の
共
同
体
的
な
面
に
多
く
の
意
義

を
も
つ
も
の
で
あ

、
内
容
の
面
で
も
部
落
行
財
政
・
共
同
作
業
・
共
有
財
産

・
共
通
の
利
害
な
ど
が
主
た
る
も
の
と
な
る
こ
と
も
自
ら
首
肯
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
而
し
て
規
約
に
は
共
同
体
櫛
成
員
と
入
居
者
の
間
に
厳
然
た
る
区
別
を
面

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
元
来
同
質
の
社
会
櫛
成
員
た
る
部
落
民
の
み
が
参
加
す

る
ｌ
部
落
民
だ
け
に
及
ぶ
ｌ
閉
鎖
的
な
＄
の
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
明
治
以
降
の
戸
数
増
加
に
よ
っ
て
従
来
の
戸
数
よ
り
も
入
居
者
の

戸
数
が
多
く
な
っ
た
下
大
川
・
千
滝
な
ど
市
街
地
周
辺
に
お
い
て
、
も
と
か
ら

の
人
を
だ
け
が
「
元
組
」
と
し
て
規
約
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

ま
た
旧
藩
期
に
も
小
村
で
あ
り
現
在
で
も
小
字
と
し
て
行
政
的
に
は
全
く
独

立
性
の
ぱ
い
笈
石
・
瀬
皐
・
北
河
内
に
お
い
て
規
約
が
作
ら
れ
て
い
る
の
は
、

旧
村
Ⅱ
大
字
が
共
同
生
活
の
単
位
と
し
て
は
余
り
に
も
大
き
く
且
つ
村
落
が
分

散
的
で
あ
る
と
い
う
事
情
か
偽
そ
の
よ
う
な
形
を
と
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

隔
り
は
あ
っ
て
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
く
に
貨
幣
価
値
の
変
動
な
ど

に
つ
い
て
は
敏
感
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
麻
山
部
落
規
約
で
は

矛
十
条
歩
金
ヲ
左
ノ
通
り
定
メ
ル

を
中
心
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
形
態
的
に
分
類
す
る
と
、

ィ
、
制
定
さ
れ
た
規
約
が
数
年
間
継
続
さ
れ
る
も
の

口
、
毎
年
初
会
餓
に
上
程
さ
れ
番
改
め
ら
れ
る
も
の

の
二
種
に
区
別
で
き
る
。

前
者
に
属
す
る
下
大
川
規
約
で
は

「
本
規
約
は
時
制
に
伴
ざ
る
を
生
じ
た
る
時
若
し
く
は
適
当
な
ら
ざ
る
時

は
組
合
員
の
総
意
に
よ
り
是
を
改
制
す
る
事
を
得
る
。
叉
は
不
硫
の
点
あ

る
時
は
総
意
に
よ
り
追
条
す
る
こ
と
を
得
る
」

と
し
て
昭
和
三
二
年
以
来
今
日
ま
で
本
文
に
は
変
化
な
く
時
に
よ
っ
て
運
用
の

点
で
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
現
行
規
約
の
う
ち
成
立

年
度
の
明
ら
か
な
も
の
は
次
の
二
部
落
で
あ
り
、
名
称
は
す
べ
て
規
約
と
い

っ
て
い
る
。
こ
れ
と
て
村
落
生
活
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
は
現
実
と
の

現行規約の成立

５

｡

〃３２〃

部落名 成立年度

〃３１〃

南田

山田

芦屋田

田吉

昭和35年

〃２８〃

〃３２〃

〃３６〃

牧野

藤木

麻山（削谷）

〃３５〃

〃３１〃

〃２４〃

下川井野

小笹

御所

下大川



Ｓ2７

６

同
じ
」
と
わ
ず
か
一
行
で
済
ま
せ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
件
は
単
な
る
一
行
の

議
事
で
な
く
そ
れ
が
逐
条
零
議
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

昭
和
三
十
年
三
月

の
下
名
連
石
区
「
春
季
総
会
議
燕
録
」
の
議
率
進
行
ぶ
り
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。

こ
騨
で
の
会
議
は
そ
の
時
食
の
事
項
に
つ
い
て
の
部
分
が
駐
在
員
か
ら
報
告
さ

れ
規
約
に
つ
い
て
は
別
個
に
審
議
さ
れ
て
い
る
。

一

駐
在
員
報
告

Ｌ
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

２
牧
野
の
柵
林
造
成
に
つ
い
て

３
本
年
度
原
野
火
入
期
日
に
つ
い
て

４
駐
在
員
任
期
満
了
に
つ
き
改
選
に
つ
い
て

乱
一
一
十
九
年
度
実
施
原
野
火
入
れ
の
費
用
弁
償
に
つ
い
て

６
「
役
」
の
事
前
申
込
み
励
行
に
つ
い
て

砿
駐
在
所
新
築
寄
附
金
に
つ
い
て

麻山，歩役金の変化
１
他
所
役
三
十
円

２
村
役
二
十
円

但
シ
女
ノ
場
合
ハ
八
分
立
ト
ス
ル
、
農
繁
期
ハ
五
割
地
ト
ス
ル

３
土
俵
ハ
五
円
ト
ス
ル

と
い
う
項
目
だ
け
が
変
更
さ
れ
て
次
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

他所役
一一→

村役

【
〕
｜
【
Ｈ

40円6011］Ｓ2４

〔０0０１

１

２

Ｓ２９

Ｓ３１

5０ 100

2005０

村
落
生
活
に
お
け
る
法
と
し
て
の
部
落

規
約
は
村
民
に
周
知
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
後
者
の
形
を
と
る
こ
と
が
多

い
。
初
会
談
は
こ
の
規
約
確
豚
が
主
な
職

事
で
あ
っ
た
の
で
、
初
会
織
記
録
は
年
会

規
約
確
腿
の
み
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
入
佐
認
落
の
初
会

議
記
録
で
は
「
部
落
条
例
の
件
へ
昨
年
に

第二表 桐原における規約内容

８
補
助
造
林
地
の
検
査
日
程
に
つ
い
て

二
議
長
及
び
櫓
記

（
氏
名
略
）

110.１

Ｃ
一
○

〔
）
○
○

○
○

出夫時間

○
○
○

○ ○

○
○

○
○

○ ○

○ ○

役金割賦方法

集会規定 ○

迩伐制裁 ○

役人給 ○

明治４４ 大正２ 大正1０ 昭和６ 昭和』６１昭和2６

1．
役夫賃金

役男

○
○

出夫時間

○
○
○

○
○
○ 難

2．カシキ伐 ○ ○ ○ ○

3．
仔牛馬祝

放飼規定

○
○

○
○
○
○

養鶏規定 訓：
4． 神田徳米
祭礼

○ ○ ○ ○ ○

5．道路作り ○ ○ ○ ○ ○

6． 役金割賦方法 ○’○
7． 集会規定 ○ ○

8． 迩伐制裁 ○ ○ ○

９． 役人給 ○ ○ ○ ○



30分

総
会
議
事
の
中
心
を
な
す
も
の
は
前
年
度
に
決
定
き
れ
た
規
約
事
項
十
八
ケ
条

で
あ
っ
た
。
翌
三
十
一
年
の
審
議
条
項
の
中
に
は
当
年
の
駐
在
員
報
告
お
よ
び

追
加
議
事
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

こ
の
種
の
も
の
は
「
初
会
賎
記
録
」
と
し
て
年
を
悪
改
め
ら
れ
る
の
で
よ
く

保
存
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
間
の
推
移
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
最
も
古
埴
も

の
は
相
藤
寺
で
明
治
三
○
年
に
ま
で
測
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
桐
原
で
も
明

治
四
四
年
以
来
前
年
度
踏
襲
と
い
う
形
で
決
賎
規
約
帳
を
な
し
て
い
る
が
節
二

表
の
禄
に
年
度
別
規
約
内
容
は
年
を
逐
う
ご
と
に
委
し
く
な
っ
て
い
る
。

三
規
約
の
審
謹
、
決
定

村
落
生
活
に
お
け
る
規
約
は
「
共
同
生
活
を
円
満
に
犯
営
し
那
落
民
の
利
益

を
得
る
た
め
に
定
」
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
（
南
田
）
、
ま
た
「
国
の
法
律
と

も
云
可
」
（
市
原
）
韮
本
的
な
法
規
で
あ
る
か
ら
部
落
民
全
体
に
よ
っ
て
懐
重

審
職
を
渓
す
る
も
の
で
あ
る
。
部
落
規
約
の
審
職
は
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
主

と
し
て
初
会
譲
で
決
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
山
田
郁
落
で
「
初
会
議
に
於

て
決
定
し
た
る
事
項
は
自
主
的
に
之
を
遵
奉
し
其
の
寅
任
を
果
す
茜
務
を
有
す

る
」
と
し
て
お
り
、
下
川
井
野
部
落
会
規
程
で
は
「
一
月
を
初
会
識
と
し
て
、

規
定
の
審
査
、
予
算
及
当
咳
年
度
内
の
事
業
計
画
、
義
務
筑
担
等
を
霧
識
す

る
」
と
規
定
し
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

蔀
落
梁
会
は
部
落
に
よ
っ
て
は
初
会
議
以
外
の
常
会
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

る
処
も
あ
る
が
、
概
し
て
初
会
識
以
外
は
問
題
発
生
に
伴
っ
て
行
う
臨
時
の
会

合
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
会
は
定
例
の
も
の
に
せ
よ
臨
時
的
な
も
の

に
せ
よ
、
部
落
社
会
に
お
い
て
股
大
関
心
事
が
議
事
に
の
ぼ
る
関
係
か
ら
全
戸

三
議
事
豚
秤
一
や
池
零
座
謬
尋
紳
会
融
酔
録
心
ぷ
い
琴
粂
審
識
津
（
傍
点
繁
者
）

1時間

３０分

１時間

1時間役

第三表集会における胴金（時間は以上を示す）

三一|運~~河~｢ﾜﾏーWii~｢－雨

主
の
参
加
が
要
雨
さ
れ
、
ま
た
会
議
自
体
が
全
員
の
参
加
可
能
な
体
制
の
な
か

で
開
か
れ
る
。
「
前
も
っ
て
集
合
時
間
を
触
れ
極
き
、
集
合
の
際
は
一
時
間
剛

に
サ
イ
レ
ン
又
は
板
木
に
て
合
図
を
成
し
、
参
拾
分
伽
に
弐
番
合
図
を
成
し
若

し
不
揃
の
節
は
参
番
合
図
を
な
す
」
（
万
坂
）
と
い
う
手
段
が
識
ぜ
ら
れ
る
の

も
右
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
ら
で
あ
り
、
大
方
が
出
揃
っ
た
処
で
開
始
す
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
般
の
出
足
は
必
ず
し
も
快
鯛
で
は
な
い
よ
う
で

各
部
落
規
約
で
は
第
三
表
の
よ
う
に
遅
刻
・
欠
席
ま
た
は
代
理
に
つ
い
て
の
規

定
や
嗣
則
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

の1御

Ｓ34年に廃止

年３度まで免ず代人可

代人100円

代人可

男成

川内

下名連石

７

考

相藤寺

白小野

藤木

万坂

瀬錐

麻山

後谷

7部落

代人可

規定なし

田
田
木
原
野

南
山
杉
市
長

５円

１０

２０

２００

３０

１５０

１０円

５０

１００

３００

100

１０

２０

200

100

１０

間５０

１０

１０

分
崎
加
一５１

代人可

〃

〃

〃

1時間

200

２０

３０

２５０

5０



集
会
に
代
理
を
立
て
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
そ
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
異
議

申
立
て
は
で
き
な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
部
落
が
多
い
の
は
や
強
も
す
れ

ば
摘
に
流
れ
よ
う
と
す
る
部
落
会
の
あ
り
方
が
生
ん
だ
知
恵
と
で
も
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
と
く
に
利
害
に
関
す
る
会
識
に
は
欠
席
で
き
な
い
わ
け

で
あ
る
。
さ
ら
に
面
白
い
こ
と
は
、
都
落
御
神
酒
上
げ
の
集
会
に
お
い
て
は
、

「
通
知
時
間
に
な
れ
ば
待
合
を
な
さ
ず
直
ち
に
開
会
す
る
」
（
南
田
）
と
い
う

規
定
で
、
こ
れ
に
は
洩
れ
な
く
参
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

部
落
規
約
は
部
落
ご
と
に
殴
少
限
の
必
要
条
項
が
妃
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
形
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
簡
単
な
も
の
で
は
わ
ず
か
十
項
し
か
な
い
も

の
も
あ
る
。
市
原
の
場
合
で
み
よ
う
。
（
原
文
の
ま
と

規
約
譜

部
落
規
約
は
国
の
法
律
と
も
云
可
で
あ
る
か
ら
、
是
は
部
落
民
と
し
て
是
非

実
力
す
る
可
で
あ
る
。

一
、
部
落
坂
谷
字
壷
立
場
に
牛
馬
を
放
牧
せ
ぬ
為
、
坂
平
字
原
野
に
牛
馬
を
放

牧
せ
ざ
る
事

二
、
部
落
会
又
部
落
民
の
集
会
す
可
時
間
を
厳
守
し
速
に
集
合
す
る
率
、
若
し

指
定
時
間
を
一
時
間
以
上
遅
れ
た
る
場
合
は
金
弐
百
円
也
の
過
料
金
を
取
立

る
事
、
尚
差
支
あ
る
時
は
其
た
び
事
に
査
任
者
に
其
旨
届
け
る
事

三
、
区
役
に
関
す
る
事
項
、
区
役
に
対
し
て
は
必
ず
夫
役
出
夫
は
役
男
な
●
る

率
、
若
し
差
支
等
あ
る
場
合
は
其
た
び
班
に
責
任
者
に
届
け
る
事

四
、
部
落
会
又
は
区
役
其
他
の
集
会
の
場
合
、
欠
席
し
た
る
者
は
、
一
日
中
集

会
す
る
場
合
の
欠
席
に
対
し
て
は
一
回
金
参
百
円
、
又
半
日
の
時
は
金
百
五

拾
円
の
出
不
足
料
を
出
費
を
定
ひ

五
、
区
役
又
は
謡
落
会
等
に
女
又
は
児
供
を
代
理
と
し
て
出
た
る
時
は
、
一
日

集
会
の
時
は
金
壱
百
円
を
、
又
半
日
の
場
合
は
金
五
拾
円
を
出
費
を
約
す

六
、
農
休
日
は
毎
日
一
日
・
十
五
日
と
し
、
休
ま
な
か
っ
た
家
庭
か
ら
罰
金
を

五
百
円
を
徴
収
す
る
事

七
、
原
野
火
入
れ
は
三
月
中
旬
に
実
行
す
る
班

八
、
県
道
手
入
れ
は
毎
年
四
月
中
旬
に
実
行
す
る
事

九
、
農
道
手
入
れ
は
春
・
八
月
、
年
二
回
実
行
す
る
事

十
、
山
林
の
下
草
刈
り
、
八
月
下
旬
に
実
行
す
る
事

ま
た
複
雑
な
一
例
と
し
て
昭
和
三
十
八
年
度
下
名
連
石
区
の
『
審
季
通
常
総

会
識
郡
録
」
で
は
、
規
約
部
分
は
と
く
に
詳
し
い
。

第
一
号
議
案
通
常
総
会
・
臨
時
総
会
の
件

通
耐
総
会
は
霧
と
秋
二
回
と
し
て
、
他
の
築
会
は
臨
時
総
会
と
称
す
。
会
識

に
は
識
長
及
び
霞
妃
を
お
き
、
手
当
と
し
て
役
金
の
半
日
額
を
支
給
す
る
。

手
当
は
部
落
の
役
決
算
日
に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

第
二
号
議
案
総
会
開
催
の
件
８

通
常
総
会
は
春
は
三
月
、
秋
は
八
月
に
開
他
す
る
。
期
日
は
駐
在
員
よ
り
通
一

知
す
る
。
但
し
差
支
え
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
号
議
案
下
名
連
石
神
社
祭
礼
の
件

祭
礼
に
は
各
自
随
意
に
参
拝
す
る
も
、
春
の
一
回
に
限
り
御
神
酒
代
と
し
て

一
金
拾
円
宛
各
戸
よ
り
徴
収
す
る
。

第
四
号
識
案
下
名
連
石
神
社
祭
礼
余
興
の
件
に
つ
い
て

祭
礼
余
興
は
本
年
度
は
一
回
限
り
二
日
間
挙
行
す
る
。
興
行
師
又
は
地
元
誠

の
別
を
決
し
、
経
費
分
担
の
人
員
は
話
合
の
と
き
組
長
が
報
告
の
こ
と
。
但

し
年
令
に
つ
い
て
は
中
学
校
卒
業
以
上
数
え
年
六
十
才
迄
と
す
る
。

第
五
号
議
案
葬
儀
参
列
に
つ
い
て

伝
染
病
発
生
あ
る
時
は
、
衛
生
組
長
の
指
示
に
よ
り
一
般
の
参
列
を
中
止
す

る
。



第
六
号
議
案
放
牧
取
締
に
つ
い
て

他
町
村
よ
り
牛
馬
を
預
り
放
牧
し
た
る
時
は
、
過
怠
金
と
し
て
一
頭
に
付
壱

千
円
を
徴
収
す
る
。
過
怠
金
は
牧
野
管
理
維
持
費
と
し
て
郁
落
財
産
に
繰
入

れ
る
。

田
小
野
方
面
か
ら
の
放
牧
取
締
り
に
つ
い
て
は
、
大
石
尾
・
川
内
部
落
に
監

視
を
委
隅
す
る
。

部
落
内
の
放
牧
牛
馬
が
管
理
外
の
牧
野
に
紛
れ
立
入
っ
た
時
は
無
条
件
に
了

解
の
本
。
（
上
・
下
部
落
）

第
七
号
職
案
牡
牛
放
牧
取
締
の
件

満
一
一
才
以
上
の
牡
牛
は
放
牧
を
禁
止
す
る
。
違
反
者
に
つ
い
て
は
過
怠
金
と

し
て
弧
付
料
金
の
倍
額
葱
徴
収
す
る
。
違
反
し
た
牡
牛
の
発
見
者
に
は
金
八

○
○
円
を
支
給
す
る
。

第
八
号
識
案
放
牧
期
日
に
つ
い
て
の
件

牛
馬
の
放
牧
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
は
放
牧
開
始
日
を
五
月
二
日
と
し
終
牧

日
を
七
月
十
日
と
定
め
る
。
但
し
終
牧
期
日
に
引
取
り
が
で
き
な
か
っ
た
牛

馬
の
所
有
者
は
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
駐
在
員
に
報
告
す
る
こ
と
、
終
牧
期
日

を
経
過
し
た
放
牧
牛
馬
の
引
取
り
に
要
す
る
役
金
は
弐
百
円
と
す
る
。

第
九
号
識
案
牧
草
取
締
り
の
件

千
草
採
草
地
で
朝
草
を
切
り
取
り
た
る
者
又
は
牛
馬
を
繋
留
し
た
る
者
は
金

壱
千
円
也
を
徴
収
す
る
。
過
怠
金
は
発
見
者
に
そ
の
半
額
を
支
給
し
残
り
の

半
額
は
部
落
財
産
に
繰
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
号
識
案
町
有
原
野
火
入
れ
の
件
に
つ
い
て

原
野
火
入
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
筋
の
貯
可
あ
り
次
才
駐
在
員
よ
り
通
知
す
る

も
の
と
す
、
火
入
の
際
は
各
戸
壱
名
宛
出
夫
す
る
。

但
し
出
夫
は
男
子
に
限
る
。
万
止
む
を
得
ぬ
事
故
あ
る
と
き
は
組
長
に
届
出

で
女
子
が
出
夫
す
る
も
妨
げ
な
い
。
女
子
の
出
夫
に
対
し
て
は
組
長
証
言
の

場
合
に
限
り
男
子
と
同
等
と
す
る
。
そ
の
他
の
場
合
に
於
て
は
役
金
の
半
日

額
を
納
入
す
る
こ
と
。
出
夫
は
男
子
共
成
年
者
（
万
十
八
才
以
上
）
〃
と
し
全

戸
弐
日
宛
と
す
る
。
事
故
あ
る
湯
合
は
な
る
べ
く
代
人
を
厭
い
出
夫
に
応
ず

る
聯
、
若
し
出
犬
出
来
な
い
と
き
は
第
十
三
条
の
役
金
を
納
入
す
。

火
入
れ
実
施
に
当
っ
て
は
原
野
隣
接
の
山
林
所
有
者
は
各
自
防
火
線
の
設
伽

を
為
し
お
く
率
。

下
原
野
火
入
れ
の
際
は
山
林
所
有
者
に
通
報
し
、
双
方
協
定
の
上
実
施
す
る

こ
と
。

館
十
一
号
識
案
道
路
手
入
の
件
に
つ
い
て

県
道
手
入
れ
に
つ
い
て
は
駐
在
員
の
通
運
に
よ
り
邪
と
秋
と
二
回
之
を
行

う
。
手
入
れ
出
夫
は
二
回
と
も
各
戸
よ
り
二
名
宛
出
捨
と
す
る
。

但
し
出
夫
の
資
格
は
万
十
七
才
以
上
の
も
の
と
す
る
。
男
子
な
き
世
帯
に
つ

い
て
は
女
子
の
出
夫
も
妨
げ
な
い
。
若
し
或
故
等
に
よ
り
出
夫
に
応
ぜ
ら
れ

な
い
場
合
は
手
入
期
間
中
に
金
参
百
円
（
一
日
当
）
過
怠
金
と
し
て
納
入
す

る
こ
と
。

第
十
二
号
議
案
当
字
夫
役
賦
課
に
つ
い
て

Ｌ
地
掛
は
道
路
●
河
川
・
井
手

仏
戸
掛
は
天
災
・
火
災
・
神
社
・
仏
閣

地
掛
賦
錬
は
耕
作
反
別
に
賦
課
す
る
こ
と
、
耕
作
反
別
は
実
行
組
合
よ
り
届

出
反
別
に
よ
る
。
但
し
河
川
・
井
手
等
は
関
係
者
に
て
一
巡
出
夫
を
な
し
、

尚
終
了
せ
ざ
る
と
き
は
当
区
の
負
担
と
す
る
。

第
十
三
号
織
案
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
対
す
る
出
鈷
代
金
及
び
夫
役
金
に
つ

い
て

Ｌ
蕊
一
し
め
（
二
回
細
）
金
百
円

９－



公
出
夫
役
金
（
十
二
月
よ
り
三
月
迄
）
弐
百
五
拾
円

（
餌
月
よ
り
十
一
月
ま
で
）
参
百
円

３
機
械
細
一
〆
目
五
拾
円

４
竹
一
肩
壱
百
円

三
寸
三
○
本
、
四
寸
十
五
本
、
五
寸
十
本
、
六
寸
六
木

七
寸
四
本
、
八
寸
三
本
、
九
寸
二
本
、
尺
と
五
寸
二
本

第
十
四
号
蹴
案
竹
の
皮
、
川
芋
、
栗
の
魂
拾
い
、
杉
の
穂
取
り
に
つ
い
て

他
人
の
所
淘
地
内
よ
り
採
取
又
は
採
堀
し
た
場
合
は
現
物
を
没
収
し
、
過
怠

金
と
し
て
金
壱
千
円
を
徴
収
し
、
半
額
を
山
主
に
半
額
を
発
見
者
に
支
給
す

る
。
但
し
杉
の
穂
を
他
人
所
有
の
山
で
山
主
の
許
可
な
く
採
取
し
た
場
合
は
、
現

物
を
没
収
し
過
怠
金
と
し
て
金
壱
千
円
を
徴
収
す
る
。
過
怠
金
は
山
主
に
収

め
る
こ
と
。

第
十
五
号
識
案
諸
手
当
に
つ
い
て

○
連
絡
員
手
当
年
参
万
円
（
注
）

Ｌ
駐
在
風
手
当
一
金
百
円
（
一
戸
当
）

３
剛
〃
一
金
参
拾
円
（
〃
）

３
衛
生
費
一
金
四
拾
円
（
〃
）

４
神
社
浦
掃
賢
一
金
弐
千
円
（
年
手
当
）

各
組
合
は
段
等
割
と
し
、
生
活
扶
助
者
は
除
外
す
る
。

（
注
）
白
米
一
升
分
一
三
○
円
と
し
部
落
戸
数
一
一
三
一
戸
と
し
て
算
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

第
十
六
号
議
案
会
議
無
届
欠
席
等
に
対
す
る
過
怠
金
の
徴
収
に
つ
い
て

Ｌ
無
届
欠
席
者
過
怠
金

十
二
月
’
三
月
弐
百
五
拾
円

四
月
１
十
一
月
三
百
円

２
遅
刻
者
・
無
届
退
場
者
過
怠
金
参
拾
円

・
右
金
額
を
徴
収
す
る
。

第
十
七
号
議
案
家
畜
等
の
野
荒
し
取
締
り
の
件

溺
飼
育
は
年
間
柵
飼
と
す
る
。
若
し
放
飼
ひ
を
な
し
他
人
の
作
物
を
荒
し
た

る
場
合
は
一
応
飼
主
に
届
け
、
現
物
を
没
収
し
作
物
の
被
鴇
額
を
弁
恢
せ
し

む
る
も
の
と
す
ｃ
飼
蝿
も
之
に
鰯
ず
ろ

仔
牛
等
は
飼
主
に
お
い
て
厳
重
に
取
締
る
こ
と
、
若
し
他
人
の
作
物
を
荒
し

た
る
と
き
は
そ
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
飼
主
が
弁
償
す
る
こ
と
。

以
上
の
精
粗
二
つ
の
規
約
に
よ
っ
て
、
規
約
の
記
蛾
窃
項
は
ほ
晋
推
測
で
き
る

が
、
こ
ふ
で
規
定
さ
れ
る
も
の
は
村
落
生
活
に
お
け
る
共
通
の
利
害
が
中
心
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
規
約
を
含
め
て
三
十
二
部
落
規
約
の
内
容
を
分

類
し
て
み
る
と
第
四
表
の
よ
う
な
結
果
が
み
ら
れ
る
。

四
規
約
の
内
容

１
、
役
風
お
よ
び
役
風
給
与

郁
落
に
お
け
る
主
要
な
役
職
は
区
長
（
部
落
総
代
）
・
組
促
・
宮
総
代
・
実

行
組
合
長
・
肝
煎
な
ど
で
あ
り
、
集
会
に
お
い
て
選
挙
ま
た
は
推
戒
に
よ
っ
て

選
出
さ
れ
る
。
南
田
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。

一
、
本
部
落
内
に
左
の
役
職
を
定
め
、
一
般
郁
落
内
の
規
約
迎
営
又
対
外
的

の
事
務
に
当
る
。

Ｌ
区
長
壱
名

公
祖
長
四
名

３
外
に
数
名
を
腿
く

こ
、
区
長
は
部
落
を
代
表
し
、
一
般
的
運
営
に
当
る
聯
と
す

1０－



○○○○○○○○○○○○○○

（
注
）
白
米
一
升
分
一
三
○
円
と
し
部
落
戸
数
一
一
三
一
戸
と
し
て
算
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

第
十
六
号
議
案
会
議
無
届
欠
席
等
に
対
す
る
過
怠
金
の
徴
収
に
つ
い
て

Ｌ
無
届
欠
席
者
過
怠
金

十
二
月
’
三
月
弐
百
五
拾
円

○

○

下
川
井
野

噸
鉢
唯
施
合
規
約

傭
考

／
｜
…
職
羨
：
臓
鰯
釧
繍
雪
＊
…
：
篠
。

小長大横

原田野野

才才川男小

一三内成笹

田
小
野

長
野
笈
石
牧
野

田犬桐千下梅寺芦市杉山
大屋

吉飼原滝川木川田原木田

後麻入

谷山佐

北
川

内

藤
木
万
坂
瀬
峯

相
藤
寺

白
石

白
小
野

南
田

木
材
搬
出

他
人
山
林

○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○ ○○○ ○○○ ○

区
入
木
材
搬
出

他他他
人人人
山１１１山
林林林

○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○ ○○○ ○

木
材
搬
出

他
人
山
林

他
人
山
林

他
人
山
林

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○ ○

則

○○○○○○○○○○○○・○ ○○○○○○ 回
訓
鯛
】
診
国

区

山
林
売
買
搬
出
道

蹄
損
害
費
徴
収
部

会
、
家
※

蕊
運
営
資
金
産
出

会
、
出
不
、
家
世
話
係
鯛
付
帳
簿

会
識
欠
、
家

会
、
家
、
区
、
体

○ ○○○ ○○ ○○○○○ ○ ○○ ○

1１体
、
家
、
区

○ ○○ ○ ○

○

○

山休山山
、

家

○ ○○
役

○
池

○○○
役

○
役

○

○

体
、
家

会

他
人
山
林

会家
、
会

○○○○○○○○○○○ ○○○ ○

の
頭
務
に
当
る
。

Ｌ
区
長
壱
名

．
ａ
組
長
四
名

排
外
に
数
名
を
瞳
く

こ
、
区
長
は
部
落
を
代
表
し
、
一
般
的
運
営
に
当
る
事
と
す

山山
、
会
、
区
、

家
、
入

○ ○○ ○

○

山

○

○○○○○○○○

○○

○

○ ○○○○

作
障
葬
祭
そ
の
他
罰

○ ○ ○

○

○○○

○

○○○○○○○○○

○○○○○○ ○○○○ ○ ○○

○○○○



三
、
組
長
は
区
長
を
輔
佐
し
各
組
内
の
一
般
世
話
に
当
る
事
と
す

下
川
井
野
で
は
区
長
、
組
長
の
職
務
は
稲
具
体
的
で
、

区
長
は
部
落
共
有
財
産
を
管
理
し
、
諸
帳
簿
を
整
備
し
、
部
落
会
を
統
理

代
表
す
る
、
組
長
は
区
長
を
輔
佐
し
、
第
一
条
（
省
略
）
目
的
に
協
力
す

る
、

と
さ
れ
、
臆
木
で
は
総
代
が
全
面
的
に
働
い
て
い
る
。

衛
生
組
畏
は
二
名
、
一
名
は
当
時
部
落
総
代
一
名
は
公
民
館
衛
生
部
長
と

す
る
、

宮
総
代
三
名
と
し
、
一
名
は
当
時
部
落
総
代
、
他
の
組
よ
り
二
名
選
定
す

る
。

万
坂
で
は
氏
子
総
代
の
件
氏
子
総
代
は
従
来
村
方
と
個
人
と
の
間
に
お
い
て
、
期

間
三
ヶ
年
と
し
て
き
や
く
し
有
る
も
、
昭
和
二
十
六
年
旧
一
月
二
十
日
期

間
満
了
と
な
り
、
初
会
識
に
て
左
の
如
く
決
定
し
た
り
、
山
宮
神
社
、
大

日
堂
の
管
理
を
村
方
に
て
管
理
す
る
こ
と
に
協
定
し
た
り
、
新
旧
正
月
十

五
日
初
詣
会
（
二
回
）
の
さ
い
鎖
は
村
方
収
得
と
す
る
、
祭
儀
に
は
総
代

之
に
当
り
、
各
組
長
立
会
を
止
め
廻
り
組
に
よ
り
立
合
す
る
事
、
昭
和
二

十
八
年
度
初
会
織
に
お
い
て
決
定
す
る
、
新
旧
初
詣
以
外
の
さ
い
銭
供
米

は
総
代
役
得
と
定
む
、

麻
山
前
谷
で
は

組
長
は
組
内
の
宮
・
学
校
等
に
関
し
た
連
絡
、
負
担
金
の
徴
集
等
兼
務
す

る
率
が
あ
る

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
役
員
の
選
出
は
選
挙
、
推
頭
が
行
な
わ
れ
る
。
下
川
井

野
の
例
で
は

部
落
会
の
区
長
及
役
職
員
は
、
そ
の
被
選
挙
権
を
有
す
る
も
の
に
つ
い

て
、
蔀
落
民
世
帯
の
代
表
者
の
没
票
に
依
り
之
を
認
灘
す
る
、
但
し
そ
の

過
半
数
に
達
し
な
い
時
は
決
戦
投
票
を
以
て
決
す
る

区
長
・
組
長
の
在
職
期
間
は
二
年
’
一
年
で
あ
る
。

牧
野
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

区
長
・
組
長
の
在
職
期
間
は
満
弐
ケ
年
と
し
滴
期
の
節
は
例
に
よ
り
初
会

磯
の
当
日
選
挙
を
執
行
し
決
定
す
る
も
の
と
す

郁
落
区
長
（
総
代
）
は
こ
の
よ
う
に
、
部
落
内
に
お
い
て
自
治
運
営
の
斑
任
者

と
し
て
選
出
さ
れ
、
従
っ
て
逓
出
に
当
っ
て
は
適
格
者
が
週
ば
れ
る
し
、
他
に

適
格
者
が
な
け
れ
ば
再
選
も
妨
げ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
任
務
は
部
落
の
財

産
・
衛
生
・
祭
礼
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
仕
事
は
単
に
部
落
内
の
問
題
に

止
支
ら
ず
他
の
部
落
・
町
当
局
と
の
接
衡
も
そ
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
、
総
代
と
い
う
呼
称
は
そ
の
よ
う
な
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

又
一
方
町
政
の
側
よ
り
す
れ
ば
郁
落
は
部
落
自
治
に
止
ま
る
も
の
で
な
い
か

ら
、
概
し
て
当
時
部
落
を
把
握
し
て
い
る
区
長
（
総
代
）
は
町
政
の
末
端
と
し

て
の
機
榊
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
矢
部
町
駐
在
区
設
慨
条
例
に
よ
っ

て
区
長
は
、
区
と
町
当
局
と
の
接
点
と
し
て
町
政
の
伝
達
・
施
行
・
調
査
等
の

拠
り
所
に
も
な
っ
て
来
る
。
下
川
井
野
の
例
で
は

下
川
井
野
部
落
は
矢
部
町
駐
在
区
設
睡
条
例
に
基
き
原
則
と
し
て
区
長
を

駐
在
員
と
し
て
推
蔵
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、
町
政
樋
榊
の
一
端
を
に
な
う
存
在
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
。
区
長
・
組
長
の
も
と
に
あ
っ
て
そ
の
補
助
の
任
に
当
る
も
の
に
肝
入
り
（
肝

煎
）
が
あ
り
、
部
落
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
に
相
違
が
あ
る
。
以
下
羅
列
す
る
。

Ｌ
笈
石
肝
入
は
各
組
毎
に
実
行
し
当
希
の
者
は
何
回
で
も
要
件
を
徹
底
さ
せ

る
事
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水
道
委
員
長
二
○
○
○
円

水
道
委
員
一
八
○
○
円
（
二
名
）

南
田
で
は
ず
っ
と
少
な
く
、
区
長
千
円
・
生
産
組
長
千
円
・
組
長
五
百
円
・
生

産
副
長
五
百
円
等
と
な
っ
て
い
る
。
両
者
の
比
較
に
よ
っ
て
役
員
の
給
与
が
ま

ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

後
者
の
例
と
し
て
麻
山
後
谷
を
み
る
と

役
員
手
当

一
、
駐
在
員
一
戸
当
二
○
○
円

一
、
農
家
組
合
長
〃
一
○
○
円

副
組
合
長
〃
五
○
円

一
、
組
長
〃
一
○
○
円

一
、
解
価
委
員
手
当
一
人
に
付
二
○
○
円

と
な
っ
て
い
る
。
駐
在
員
が
亜
大
な
任
務
で
あ
る
だ
け
に
多
い
こ
と
が
判
る

が
、
農
家
組
合
長
手
当
は
農
家
に
限
っ
て
徴
収
さ
れ
る
（
他
は
名
戸
か
ら
徴
収

）
・
こ
れ
ら
役
職
給
与
に
関
し
て
興
味
あ
る
事
項
は
次
の
牧
野
に
お
け
る
肝
煎

報
酬
で
あ
ろ
う
。

肝
煎
は
初
会
議
の
当
日
報
酬
額
を
定
め
、
そ
の
報
酬
は
玄
米
と
規
定
す
る

も
、
其
の

当
時
の
米
価
を
以
延
現
金
に
換
算
し
支
払
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
樫
で
は
手
当
は
原
則
と
し
て
玄
米
の
規
定
で
あ
る
、
こ
れ
は
戦
前
に
お
け
る

農
村
で
現
金
収
入
の
道
が
開
け
て
な
い
時
代
を
想
起
さ
せ
る
。
役
健
給
与
も
以

前
は
こ
の
よ
う
な
現
物
給
与
で
な
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

２
寄
留
村
落
生
活
は
元
来
封
鋭
的
伝
統
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
部
落
が
発

展
し
て
異
質
な
人
会
に
も
解
放
さ
れ
る
場
合
、
と
く
に
部
落
共
有
財
産
な
ど
の

公
山
田
肝
煎
り
は
左
の
査
任
を
有
す

①
肝
煎
り
を
終
り
た
る
勘
合
は
、
其
の
旨
世
話
係
に
報
告
す

③
特
に
「
ふ
れ
」
其
他
郡
故
あ
り
た
る
場
合
は
報
告
の
査
任
を
有
す

乱
長
野
肝
煎

④
各
戸
順
回
と
す

。
（
氏
名
四
名
略
）
は
順
回
に
い
ら
ず
、
役
算
用
時
に
各
弐
百
五
拾
円

支
払
ふ
率

４
杉
木
通
達
係
ハ
上
・
下
二
組
二
分
・

乱
下
川
井
野
連
絡
員
は
当
分
の
間
区
長
在
任
地
の
輪
番
制
に
よ
る

６
小
笹
肝
入
給
の
件

一
戸
に
戯
き
三
○
円
と
す
る

秘
牧
野
肝
煎
は
初
会
議
の
当
日
報
酬
額
を
定
め

＆
入
佐
使
長
（
氏
名
略
）
給
料
戸
壱
百
円

以
上
八
例
の
う
ち
１
１
５
は
全
戸
が
順
番
に
肝
煎
を
つ
と
め
て
い
る
が
、
６
１

８
の
場
合
に
は
固
定
し
た
一
人
が
手
当
を
賞
う
の
で
そ
の
個
人
が
肝
煎
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
肝
煎
と
世
溌
係
と
を
峻
別
し
た
例
も
あ
る
が
、
概
し
て
そ

の
任
務
は
賭
事
連
絡
。
ふ
れ
・
徴
収
・
使
走
り
な
ど
で
あ
る
。
前
者
の
よ
う
に

各
戸
順
番
で
勤
め
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
後
述
す
る
役
夫
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
例
も
あ
る
。

以
上
の
役
職
に
関
す
る
給
与
は
い
金
額
を
決
め
て
い
る
所
と
②
各
戸
当
り
負

担
額
に
よ
る
所
の
二
種
で
あ
り
、
前
者
で
は
男
成
で
次
の
如
き
金
額
で
あ
る
。

各
役
員
の
報
酬
に
つ
い
て

駐
在
員
八
○
○
○
円

部
落
委
員
三
○
○
○
円
（
三
名
）

公
民
館
灸
三
○
○
○
円
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権
利
に
つ
い
て
は
自
己
防
衛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
』
に
他
所
者
に
対
す
る
排

他
性
と
警
戒
心
と
が
め
る
。
こ
れ
ら
は
社
会
調
査
に
お
け
る
諸
報
告
に
詳
し
い

の
で
省
略
す
る
が
、
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
現
実
の
部
落
は
行
政
機
関
の
末
端

細
胞
で
も
あ
り
、
他
所
者
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
場
合
の
対
応
の
仕
方
と
し
て
は
二
つ
の
方
法
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の

一
つ
は
市
街
部
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
来
住
者
が
多
く
そ
れ
ら
の
人
達
だ
け
で

一
つ
の
組
繊
を
作
り
得
る
場
合
に
は
、
部
落
が
解
消
さ
れ
同
化
さ
れ
て
し
ま
う

（
下
市
・
下
馬
尾
・
浜
町
）
か
、
ま
た
は
旧
来
の
人
々
だ
け
で
組
を
つ
く
る

（
千
滝
元
組
・
下
大
川
元
組
）
、
前
者
に
は
元
か
ら
の
人
も
商
業
な
ど
に
転

じ
町
内
会
的
な
伝
達
機
関
や
祭
り
組
Ⅱ
寄
付
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
吸
収
さ

れ
て
お
り
、
町
周
辺
部
の
場
合
に
は
依
然
と
し
て
農
業
に
従
事
す
る
も
の
が
多

い
の
で
ま
だ
共
有
の
利
害
を
負
う
こ
と
も
多
く
、
権
利
を
保
持
し
て
い
る
。

第
二
の
場
合
は
、
純
農
村
部
へ
の
賑
入
で
あ
る
。
農
村
部
へ
の
転
入
が
農
業

経
営
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
転
入
者
は
農

業
を
営
む
部
落
櫛
成
員
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
村
落
自
身

は
行
政
村
の
も
と
に
風
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
村
人
と
し
て
の
取
扱
い

は
必
要
で
あ
り
こ
の
点
が
考
慮
さ
れ
る
。

稲
生
野
規
約
で
は
「
寄
留
を
求
め
る
者
は
区
内
の
承
諾
を
得
て
、
尚
、
寄
留

者
は
証
人
を
附
し
申
出
」
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
牧
野
で
は
そ
の
手
続
き
の

第
一
に
区
長
へ
の
申
出
を
あ
げ
「
本
臆
内
に
居
住
を
な
す
も
の
は
直
ち
に
一
応

区
長
に
申
出
を
な
し
、
其
上
役
場
に
転
入
届
を
提
出
」
す
る
を
も
っ
て
手
続
き

が
法
的
に
完
了
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。
こ
私
で
は
何
よ
り
も
区
長
ｌ

区
民
の
承
諾
が
必
要
で
あ
り
、
共
同
体
規
制
が
優
先
す
る
さ
ま
を
し
め
し
て
い

る
。
一
方
そ
の
よ
う
な
制
約
は
寄
留
者
の
み
な
ら
ず
貸
主
に
も
及
ぶ
も
の
で
、

白
小
野
で
は
「
他
人
に
家
を
貸
す
時
は
、
区
長
・
組
長
に
相
談
の
上
貸
付
る
も

の
と
す
、
借
主
の
不
始
末
の
場
合
は
家
主
よ
り
す
る
こ
と
」
と
し
て
貸
主
・
借

主
と
も
に
区
民
と
の
融
和
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

而
し
て
居
住
が
認
め
ら
れ
る
や
「
区
の
諸
公
役
及
び
其
の
他
区
民
の
な
す
べ

き
寅
任
を
実
行
す
る
」
（
牧
野
）
こ
と
「
区
民
同
様
の
義
務
履
行
の
こ
と
」
（
笈

石
）
」
が
決
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
寄
留
者
の
場
合
に
は
村
民
と
し
の

権
利
を
痩
得
は
で
き
な
い
わ
け
で
、
例
え
ば
牧
野
で
は
寄
留
者
が
牛
馬
を
飼
育

す
る
場
合
「
採
算
料
金
と
し
て
金
五
拾
円
宛
」
納
め
る
こ
と
が
き
め
ら
れ
、
ま

た
笈
石
で
も
寄
留
者
は
「
部
落
有
漣
納
税
等
」
に
つ
い
て
は
義
務
は
な
い
ｌ
当

然
の
こ
と
な
が
ら
部
落
有
地
の
恩
恵
に
与
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
寄
留
者
の
義

務
負
担
に
つ
い
て
の
意
見
の
鮒
畷
は
免
れ
な
か
つ
た
よ
う
で
川
内
で
は
次
の
よ

う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
「
一
時
的
な
居
住
者
に
つ
い
て
の
判
断
は
駐
在
員
委

員
に
て
行
い
、
夫
役
等
は
考
慮
す
る
。
又
住
宅
を
貸
す
場
合
、
家
主
は
借
主
に

部
落
の
慣
例
を
充
分
説
明
し
、
問
題
の
起
ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
、
尚
本
部

落
に
新
た
に
居
住
す
る
人
に
は
駐
在
員
よ
り
以
上
の
点
を
充
分
税
明
す
る
」
従

っ
て
同
じ
く
区
民
と
し
て
の
畿
務
と
い
っ
て
も
寄
留
者
の
場
合
は
完
全
に
他
と

同
等
の
梅
利
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
考
慮
さ
れ
る
と
見
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

３
部
落
民
の
義
務
負
担

規
約
に
お
い
て
農
民
の
関
心
あ
る
事
柄
を
み
る
と
そ
の
一
つ
は
部
落
迎
営
費

お
よ
び
区
役
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
行
政
村
の
場
合
と
は
遮
っ
て
も
っ
と
も
密

接
に
生
活
に
鯉
く
事
柄
で
あ
る
点
で
こ
の
右
に
出
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
部
落
を
中
心
と
す
る
行
噸
は
主
と
し
て
労
役
の
提
供
に
よ
る
琳
柄
で
あ

る
か
ら
、
全
員
を
譲
務
づ
け
な
け
れ
ば
到
底
な
し
得
な
い
。
そ
こ
で
規
約
上
に

現
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
義
務
は
主
と
し
て
帥
役
賦
映
と
㈲
区
役
で
あ
る
。

帥
役
賦
課
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第五表役賦課の比率

部
落
に
お
け
る
経
常
蜜
お
よ
び
特
別
工
事
な
ど
の
費
用
の
負
担
を
役
（
金
）

ま
た
は
役
賦
腺
・
役
算
用
と
い
っ
て
い
る
。
男
成
の
規
約
で
は

部
落
総
決
算
の
件

役
算
用
（
総
決
算
）
は
笹
原
井
手
下
と
井
手
上
を
総
合
算
と
し
、
地
租
六
側

・
戸
四
割
と
す
る
。

と
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
あ
て
ら
れ
た
役
金
が
部
落
経
費
と
な
る
の
で
あ
る
。
少
し
問
題
も
あ

る
が
部
落
会
計
の
一
例
を
横
野
の
昭
和
三
一
年
の
総
決
算
に
み
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
が
、
部
落
の
経
蟹
は
共
有
地
か
ら
の
収
入
（
○
印
）
の
ほ
か
は
戸
劉
。

昭和三十一年横野部落総決算

収入の部

○

－１４－

長野

犬飼

田吉

笈石

相藤寺

万坂

入佐

下川井野

小笹

男成

川内

戸割１戸当り300円の33戸分

役男割１人当り100円の38人分

免田米代

部落地租剖，賀価1円に対し４円

共有出不足金

立木入札其の他雑収入

草場入札残金

他部落役金質価１円に対し20円

九電よりの役金

9,900

3,800

20,775

17,428

2,271

24,743

5,230

28,380

1,000

新田３，古田３，戸２，役男２

新田４，古田２，戸２，役男２

耕作地（田１００，畑50．原野10）戸

戸３，受益者３，反別４

田７．５，戸2.5

戸５，地祖５

戸80％，100円，役男150円

資産７，戸３

地祖４，戸４，役男２

地祖６，戸４

資力６，戸４．…･･13段等

○
○
○

計113,527

部落名’賦課方法，および比率 Ｉ支出の部

３０，３１０

６１，４０３

2,000

5,000

３７５

14,400

計113,488

人夫賀

部落諸雑費

消防団夜警蜜

年度末決算費

坂口電灯料

共有割戻金
(１戸当り600円）



役
男
剛
・
地
租
割
に
よ
る
負
担
で
す
べ
て
賄
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
横
野
で
の

役
負
担
は
戸
の
場
合
三
三
戸
で
あ
る
が
共
有
割
戻
金
は
二
四
戸
で
あ
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
）
役
負
担
に
つ
い
て
不
公
平
で
な
い
よ
う
に
と
い
ろ
ｊ
、
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
第
五
表
に
み
る
よ
う
に
各
地
で
そ
の
賦
課
に
差
異
が
あ

る
こ
と
で
推
察
で
き
よ
う
。
こ
の
湯
合
地
租
又
は
耕
地
に
対
し
て
の
役
金
は
、

他
荊
落
の
者
に
も
掛
け
ら
れ
る
わ
け
で
、
横
野
で
は
部
落
内
役
金
よ
り
も
高
く

と
っ
て
い
る
。
下
川
井
野
で
も

。
。
◎

祁
落
内
に
他
剤
落
の
所
有
地
の
あ
る
調
合
は
、
そ
の
所
有
者
に
対
し
従
来
の

。
◎
慣
習
に
従
い
適
当
な
る
範
囲
内
に
於
て
賦
映
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
役
賦
牒
を
耕
地
中
心
に
考
え
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
ま
た

田
所
や
川
内
で
は
「
田
所
郁
落
が
越
商
の
賦
腺
を
し
な
い
棟
決
定
し
て
い
る
の

で
、
町
等
で
話
合
っ
て
貰
う
、
川
内
も
他
部
落
に
賦
課
し
な
い
で
払
わ
な
い
」

（
川
内
舗
落
栴
会
帳
）
部
落
内
賦
腺
を
し
て
い
る
が
、
属
人
主
畿
的
な
考
え
方

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

伺
区
役
農
村
に
於
て
生
活
上
の
必
要
か
ら
賭
種
の
共
同
作
業
が
要
謂
さ
れ
る
。
村
落

と
し
て
共
通
の
利
害
が
あ
る
共
有
地
の
管
理
や
道
路
・
用
水
路
の
補
修
な
ど
は

全
員
の
作
業
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
れ
が
区
役
（
公
役
・
夫
役
）
で
あ
り
、

次
の
五
種
に
分
か
れ
る
。

Ｌ
道
路
改
修

３
原
野
・
山
林
の
管
理

３
用
水
路
の
補
修
・
管
理

４
災
害
に
お
け
る
救
済

乱
そ
の
他

ま
ず
道
路
改
修
に
つ
い
て
は
、
県
道
・
町
道
・
農
道
・
野
道
な
ど
所
管
を
異
に

し
、
そ
の
機
能
も
異
る
の
で
そ
の
取
扱
い
に
は
自
ら
差
違
が
あ
る
。
県
道
・
町

道
の
溺
合
主
と
し
て
年
二
回
の
修
理
に
は
全
員
が
出
役
し
費
用
は
部
落
か
ら
出

さ
れ
た
り
、
全
員
総
出
の
上
「
何
日
で
も
無
報
酬
」
（
犬
飼
）
で
あ
り
、
ま
た

出
捨
役
・
奉
仕
作
業
の
性
格
が
強
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
逆
が
部
落
全
員
の
利
用

す
る
処
で
あ
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
農
道
や
野
道
の
場
合
に
は
受
読
者
が
中
心

（
後
谷
・
笈
石
・
入
佐
・
白
小
野
）
と
さ
れ
る
例
が
み
ら
れ
た
り
、
非
農
家
は

女
で
も
可
と
す
る
（
白
小
野
）
の
は
、
農
道
・
野
道
が
非
農
家
に
は
全
く
利
用

さ
れ
な
い
事
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
横
野
で
は
昭
和
三
三
年
に
「
横
断
鰻
道

認
落
規
約
」
が
で
き
て
、
木
材
業
者
の
道
路
損
横
を
補
俄
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ

な
ど
は
受
益
者
負
担
の
進
展
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

山
林
・
原
野
に
関
す
る
区
役
と
し
て
は
植
林
・
山
林
下
刈
り
・
野
焼
が
あ
げ

ら
れ
る
が
、
認
落
共
有
地
と
は
い
っ
て
も
用
益
梅
は
旧
来
の
村
民
に
限
ら
れ
る

か
ら
受
益
者
の
出
役
に
限
ら
れ
る
。
横
野
で
は
こ
の
出
役
は
共
有
役
と
い
っ
て

一
般
役
と
区
別
し
て
い
る
。

用
水
に
関
し
て
の
区
役
は
、
農
耕
生
活
上
砿
典
な
事
項
で
あ
る
剛
に
少
な

く
、
杉
木
・
長
野
・
田
吉
・
後
谷
が
戸
割
ま
た
は
奉
仕
作
業
で
あ
る
ほ
か
、
麻

山
・
下
名
連
石
で
は
水
路
ご
と
に
地
主
負
担
の
作
業
に
な
っ
て
い
る
。
但
し
新

規
井
手
工
事
（
笈
石
）
や
災
害
（
牧
野
）
に
は
全
員
出
夫
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
部
落
規
約
に
用
水
路
役
の
規
定
が
少
な
い
の
は
各
用
水
組
合
ご
と
に
規

約
が
あ
り
、
受
益
者
単
位
の
慣
行
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

村
落
生
活
の
共
同
性
は
非
常
災
害
に
お
け
る
相
互
扶
助
的
な
夫
役
に
と
く
に

顕
著
で
あ
る
。
秒
野
で
は
用
水
路
に
つ
い
て
「
不
可
抗
力
の
為
め
に
大
破
損
崩

壊
等
個
所
を
生
じ
た
る
時
は
田
鎚
所
有
者
以
外
と
難
も
」
協
力
が
要
溺
さ
れ
、

下
名
連
石
で
も
「
戸
掛
は
天
災
・
火
災
・
神
社
・
仏
閣
」
と
全
戸
の
援
助
が
き

め
ら
れ
、
後
谷
で
も
家
屋
、
飲
料
水
は
夫
役
と
部
落
負
担
と
す
る
な
ど
救
済
へ

1５



2,870

４，８１６

７，８６５

4,087

2,574

2,792

12,008

３，２９７

1５

明治15年における牛馬頭数 の
共
同
作
業
は
顕
著
で
あ
る
。

以
上
に
み
た
部
落
民
の
義
務
負
担
は
概
し
て
権
利
に
関
す
る
処
が
大
き
く
、

事
項
に
よ
っ
て
㈲
全
戸
が
義
務
を
負
う
場
合
（
横
野
の
一
般
役
・
戸
割
・
出
捨

役
・
奉
仕
作
業
・
総
出
夫
な
ど
よ
ば
れ
る
）
と
⑧
受
益
者
の
み
が
出
夫
す
る
場

合
（
横
野
の
共
有
役
な
ど
）
に
分
か
れ
、
主
と
し
て
前
者
が
役
男
（
十
七
才
位
か

ら
六
五
才
迄
位
）
の
出
夫
を
要
綱
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
受
益
者
以
外

は
女
、
老
人
で
も
認
め
ら
れ
る
点
若
干
の
相
違
が
指
摘
で
き
よ
う
。
而
し
て
区

役
に
出
役
し
な
け
れ
ば
過
料
金
が
課
せ
ら
れ
る
。
（
過
料
金
に
つ
い
て
は
後
述
）

１３６

４８

158

1,363

125

2,904

３８７

１２６

810

7,701

５８

４

３７

４，０２８

2,046

、 毒鍔弔島
家
数
農
戸

4６

牡牛｜牝牛｜牡馬｜牝馬
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６
１
６

０

３
４
３
８
４
９
４

１
４
６
８９■
２
１

草
・
放
牧
に
関
す
る
も
の
、
の
三
項
に
わ
け
ら
れ
る
。

帥
仔
牛
生
産
お
よ
び
牛
馬
つ
く
ろ
い
、
牛
馬
の
生
産
は
農
家
の
数
少
な
い
現

金
収
入
源
で
あ
り
、
か
つ
何
・
例
の
点
で
他
の
人
食
に
迷
惑
を
か
け
る
と
い
う

点
か
ら
部
落
民
へ
の
披
露
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
相
藤
寺
で
は
「
牛
の
仔

祝
い
は
五
月
十
五
日
と
し
、
酒
は
牡
牝
五
合
宛
と
す
る
、
諸
単
備
は
当
番
制
と

す
る
」
と
あ
り
、
犬
飼
で
は
「
仔
牛
生
産
御
神
酒
代
と
し
て
二
百
円
を
納
入
す

る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
芦
屋
田
で
も
子
牛
馬
祭
り
に
一
頭
当
り
酒
五

合
を
出
し
て
行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
男
成
で
は
「
満
二
才
よ
り
成
牛
と
見
な

し
、
一
頭
に
付
百
拾
円
宛
を
畜
協
総
代
取
集
め
」
て
牛
馬
祝
を
す
る
。
こ
れ
ら

が
仔
牛
の
生
産
祝
で
あ
る
と
と
も
に
一
種
の
役
金
で
あ
る
こ
と
は
「
一
頭
に
つ

き
い
く
ら
」
と
い
う
額
の
指
定
に
よ
っ
て
観
が
え
る
が
、
大
野
で
は
仔
牛
祝
酒

一
升
の
ほ
か
に
「
仔
牛
の
負
担
金
」
年
二
百
円
が
賦
課
さ
れ
て
い
て
、
完
全
な

役
金
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
家
畜
の
手
入
れ
は
「
馬
つ
く
れ
」
「
牛
馬
つ
く
ろ
い
」

／

と
呼
ば
れ
て
、
現
在
で
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
か
つ
て
は
殆
ん
ど
の
部
落
で
行

な
わ
れ
る
家
畜
の
手
入
・
検
診
で
あ
っ
た
。
笈
石
で
は
「
部
落
内
に
牛
馬

（
飼
）

を
使
育
す
る
者
は
全
員
加
入
す
る
蕊
、
使
用
家
畜
は
全
頭
加
入
す
る
事
」
と
さ

れ
、
「
年
四
回
と
し
て
当
番
四
人
に
於
て
一
ヶ
年
間
の
責
任
を
負
担
」
す
る
他

は
清
酒
一
升
ず
つ
堤
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
万
坂
で
も
「
牛
馬
つ
く
ろ

い
は
獣
医
師
の
み
に
て
、
座
主
に
て
接
待
を
な
す
こ
と
」
と
さ
れ
、
旧
来
年
四

’
六
回
の
「
馬
つ
く
ろ
い
」
が
農
家
の
慰
安
日
で
あ
っ
た
に
比
し
て
、
箸
る
し

く
簡
略
化
さ
れ
て
来
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

何
家
畜
飼
育
に
伴
な
う
食
害
補
倣
に
関
す
る
条
項
は
殆
ん
ど
の
部
落
で
み
ら

れ
る
。
そ
の
多
く
は
放
し
飼
い
の
禁
止
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、

仔
牛
の
出
産
届
は
三
週
間
以
内
区
長
に
届
出
を
成
す
事
、
昭
和
三
十
三
年
度

の
初
会
議
に
て
、
仔
牛
の
放
飼
を
や
め
生
後
何
日
か
を
問
わ
ず
、
親
牛
を
出

一
。
（
過
料
金
に
つ
い
て
は
後
述
）

４
家
畜
飼
育

家
畜
飼
育
に
関
す
る
規
定
は

露
四
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

ほ
と
ん
ど
の
部
落
規
約
に
み
ら

れ
る
。
古
く
か
ら
こ
の
町
で
は

家
畜
飼
育
が
盛
ん
だ
っ
た
よ
う

で
、
明
治
十
無
代
に
お
け
る
牛

馬
頭
数
壱
他
地
方
と
比
較
し
て

み
る
と
自
ら
明
ら
か
に
さ
れ
よ

う
。
以
後
所
謂
「
矢
部
牛
」
の

産
地
と
し
て
著
名
に
な
っ
た
土

地
だ
け
に
、
家
畜
飼
育
に
関
す

る
諸
規
定
は
寧
ろ
当
然
と
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
家
畜
飼
育
上
の

規
定
は
大
別
し
て
㈹
仔
牛
生
産

お
よ
び
牛
馬
つ
く
り
、
何
家
畜

飼
育
に
伴
う
食
害
補
償
、
例
採

2,474

山本郡

菊池郡

合志郡

飽田郡

詫麻郡

山鹿郡

・上益城郡

･臭論）

1６

1,070

８３６

1,090

４０７

1５

233



す
場
合
は
止
む
を
将
ず
、
そ
の
他
は
絶
対
に
自
分
の
宅
地
よ
り
外
に
出
す
事

を
得
ず
、
尚
親
牛
の
は
な
し
が
い
は
絶
対
に
す
る
事
毎
得
ず
、
（
万
坂
）

牛
馬
の
子
は
生
後
駐
在
員
に
報
告
し
四
ヶ
月
ま
で
は
放
し
、
其
の
後
は
繋
ぎ

止
る
こ
と
、
駐
在
貝
は
四
ケ
月
に
達
し
た
ご
と
を
部
落
に
知
ら
す
（
田
吉
）

仔
牛
は
セ
リ
市
出
劾
後
は
一
切
放
飼
す
る
Ｌ
と
は
出
来
な
い
、
小
牛
と
雌
も

二
月
よ
り
四
月
迄
は
麦
作
食
害
の
た
め
放
飼
す
る
こ
と
は
出
来
な
い（

藤
木
）

牛
馬
は
牡
は
生
佼
一
二
○
日
・
牝
は
一
五
○
日
間
政
飼
を
腿
め
、
以
後
は
放

つ
事
を
禁
ず

牛
馬
を
放
つ
期
間
中
仔
牛
馬
に
は
生
年
月
日
・
所
有
者
名
を
明
記
し
た
木
札

を
さ
げ
る
も
の
と
す
る
（
山
田
）

と
こ
ろ
に
よ
り
全
く
禁
止
す
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
が
、
一
応
四
’
七
カ

月
の
放
し
飼
い
を
取
締
っ
て
い
る
。
熟
の
場
合
も
同
様
に
規
定
さ
れ
る
。

鶏
は
屋
敬
外
に
は
一
切
出
さ
ぬ
事
、
鶏
は
全
部
囲
鳥
と
し
て
無
断
で
放
飼
の

湯
合
は
コ
ロ
シ
テ
も
よ
い
（
笈
石
）

霊
飼
育
者
は
必
ず
柵
飼
唇
な
す
こ
と
、
特
に
苗
代
時
期
と
稲
の
出
穂
よ
り
収

穫
迄
の
期
間
中
に
放
飼
の
湯
合
は
、
撲
殺
さ
れ
る
も
飼
有
者
に
於
て
異
議
な

き
事
（
稲
生
野
）
．

溺
は
秋
彼
岸
前
よ
り
春
彼
岸
迄
は
一
戸
四
羽
迄
と
す
、
若
し
叫
羽
以
上
を
飼

う
時
は
一
羽
に
付
金
百
円
を
徴
収
す
、
一
一
月
一
日
よ
り
五
月
三
十
一
日
迄
は

放
ち
飼
を
な
す
事
を
禁
ず
（
麦
作
又
は
苗
代
食
害
の
為
）
、
時
期
来
ら
ば
総

代
よ
り
（
彼
岸
十
日
前
）
触
れ
示
す
事
（
藤
木
）

ニ
ハ
ト
リ
ハ
農
作
物
二
被
害
あ
た
え
ざ
る
様
（
犬
飼
）

こ
の
よ
う
な
仔
牛
・
鶏
の
放
し
飼
い
制
限
の
条
項
が
殆
ん
ど
の
部
落
規
約
に

設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
食
害
の
補
恢
を
決
め
る
た
め
で
あ
っ
て
、

牛
馬
は
各
自
補
に
注
意
し
、
他
人
の
耕
作
物
を
著
し
く
荒
し
た
る
端
合
は
相

方
立
会
の
上
相
当
の
弁
倣
を
な
す
こ
と
（
田
吉
）

他
人
の
農
作
物
に
被
害
ぞ
与
え
た
る
輸
合
は
、
駐
在
員
紐
灸
の
見
載
り
を
得

て
損
害
を
支
払
う
も
の
と
す
（
男
成
）

な
ど
で
は
単
に
損
害
賠
彼
に
止
ま
る
が
、
山
田
で
は
農
作
物
被
害
に
加
え
て

「
２
（
餓
者
注
放
し
飼
い
禁
止
条
項
）
に
違
反
し
た
る
湯
合
は
一
頭
に
つ
き
一

○
○
円
の
過
料
を
徴
収
す
る
」
こ
と
に
な
り
、
規
約
違
反
の
取
締
り
を
う
け

る
。
同
じ
よ
う
な
制
限
は

右
イ
項
（
筆
者
注
繋
留
規
定
）
を
犯
し
た
る
も
の
は
注
意
三
回
毎
に
役
一
人

分
差
引
く
も
の
と
す
る
（
長
野
）

若
し
規
定
を
守
ら
ざ
る
端
合
は
所
有
者
な
き
も
の
と
し
て
浦
盤
す
る
も
異
議

な
き
も
の
（
下
川
井
野
）

に
み
ら
れ
る
が
、
牛
馬
鶏
の
食
害
が
腰
を
起
り
そ
の
結
果
部
落
内
の
戸
が
対
立

す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
き
び
し
い
制
限
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
応
の
傾
側
と
し
て
は
、
新
し
い
規
約
ほ
ど
そ
の
制
限
が
き
び
し
い
よ
う
で
あ

る
。
例
採
草
。
放
牧
に
関
す
る
も
の
、
さ
《
ず
採
草
に
つ
い
て
は
自
分
の
符
理
地
か

ら
の
草
切
り
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
「
他
の
山
林
に
牛
馬

を
放
す
こ
と
（
万
坂
）
は
勿
論
禁
止
さ
れ
、
「
他
人
の
所
有
地
内
の
草
木
は
一

切
伐
採
せ
ざ
も
こ
と
」
（
瀬
畢
）
田
畑
畦
畔
の
草
は
上
六
・
下
四
の
比
率
で
分

配
さ
れ
る
（
芦
屋
田
、
男
成
）
・
共
有
原
野
は
多
く
の
場
合
干
草
採
草
で
あ
る

が
、
こ
の
利
用
に
は
入
会
・
貸
付
け
の
二
方
法
が
み
ら
れ
る
。

入
会
に
よ
る
例
は
芦
屋
田
・
藤
木
・
下
名
連
石
に
み
ら
れ
る
。

カ
シ
キ
切
は
八
十
八
夜
よ
り
二
十
日
下
り
と
す
る
事
、
右
は
昭
和
羽
年
４
月

１
日
初
会
於
て
せ
る
を
今
日
迄
励
行
（
芦
屋
田
）
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萱
寄
せ
は
一
戸
に
付
二
駄
と
定
ひ
、
但
し
四
十
駄
以
上
の
屋
根
替
え
に
限
る

（
藤
木
）

大
矢
野
原
干
草
切
込
の
件
、
十
月
四
日
を
切
込
み
と
決
定
す
る
。

笹
原
口
え
の
切
込
み
は
、
切
込
期
日
二
日
目
に
希
望
者
の
み
に
て
草
分
け
す

る
こ
と
は
昨
年
と
同
様
と
す
る

採
草
湯
売
却
の
件
、
組
内
に
希
望
な
き
と
き
は
他
人
に
売
却
す
る
も
他
の
草

場
を
荒
さ
ざ
る
限
り
差
支
え
な
き
こ
と
（
下
名
連
石
）

と
く
に
下
名
連
石
の
規
定
は
詳
細
で
、
こ
の
ほ
か
干
草
運
搬
や
原
野
税
の
納
入

と
の
関
係
な
ど
も
決
め
て
い
る
。

共
有
原
野
を
希
望
藻
た
は
順
番
に
従
っ
て
貸
付
け
（
上
草
だ
け
売
却
）
す
る

部
落
は
臼
小
野
・
相
藤
寺
・
下
川
井
野
・
長
田
な
ど
で
あ
る
。

部
落
共
有
原
野
一
部
貸
付
地
は
、
貸
付
台
帳
に
基
き
三
ヶ
年
の
期
限
と
し
、

使
用
料
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
琴
畿
の
上
更
新
す
る
（
白
小
野
）

共
有
原
野
採
草
地
の
入
札
は
初
会
に
行
ふ
（
長
田
）
共
有
原
野
利
用
に
つ
い

て
の
条
項
を
持
た
ぬ
部
落
の
う
ち
原
野
火
入
・
原
野
税
な
ど
の
規
定
か
ら
共
有

地
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
落
は
南
田
・
市
原
・
長
野
・
田
吉
・
牧
野
・

入
佐
・
男
成
・
稲
生
野
・
桐
原
・
大
野
・
横
野
の
十
一
部
落
に
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
部
落
共
有
地
は
慣
行
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

放
牧
に
つ
い
て
は
④
稲
生
野
と
◎
下
名
連
石
の
二
部
落
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
如

き
規
定
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。

④
放
牧
期
日
・
放
牧
期
間
に
お
け
る
牡
牛
取
締
り

。
放
牧
取
締
（
他
部
落
・
牛
小
作
）
・
牡
牛
放
牧
取
締
・
放
牧
期
日

下
名
連
石
の
他
部
落
の
放
牧
取
締
り
に
は
「
田
小
野
方
面
か
ら
の
放
牧
取
締

り
」
の
規
定
が
あ
る
か
ら
田
小
野
で
放
牧
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
が
、

田
小
野
規
程
で
は
こ
れ
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
も
慣
行
に
よ
っ
て
実
施
さ

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
家
畜
飼
育
に
関
す
る
規
約
で
は
、
と
く
に
規
約
内
容
は
具
体
的
な
あ
り

方
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
禁
止
・
制
裁
班
項
に
主
力
が
注
が
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

５
作
障
り
、
境
界

農
地
に
隣
接
す
る
山
林
は
農
耕
生
活
に
と
っ
て
障
害
を
な
す
も
の
で
あ
る

が
、
互
い
に
私
有
財
産
で
あ
っ
て
み
れ
ば
勝
手
に
処
分
す
べ
き
性
格
の
も
の
で

は
な
い
。
そ
ん
な
点
か
ら
こ
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
境
界
と
も
関
連
す
る
。

作
障
り
は
三
月
十
五
日
に
一
斉
に
出
役
し
、
例
年
の
規
定
に
よ
り
実
施
す

（
山
田
）

耕
作
者
の
他
人
の
所
有
地
に
妨
げ
被
害
を
な
す
所
に
て
、
昭
和
三
十
四
年
一

月
二
十
日
現
在
（
竹
木
が
）
被
害
を
な
す
所
は
各
人
自
発
的
に
伐
採
す
る

（
南
田
）

耕
池
二
接
ス
ル
山
林
原
野
ノ
竹
木
ハ
左
ノ
通
り
伐
採
ス
ル
ゴ
ト

北
側
三
間
、
東
西
南
側
ハ
六
間

但
シ
土
地
台
幌
ノ
地
目
ノ
田
畑
ニ
シ
テ
荒
地
ヲ
開
墾
シ
タ
ル
溺
合
ハ
可
、
又

山
林
原
野
ヲ
開
墾
シ
タ
ル
溺
合
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ァ
ラ
ズ
（
杉
木
）

近
年
と
く
に
植
林
・
開
鯉
な
ど
地
目
の
変
化
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
こ
の

よ
う
な
紛
争
が
目
立
っ
て
来
る
よ
う
で
、
次
の
各
地
に
み
ら
れ
る
。

爾
今
新
に
造
林
す
る
湯
合
は
境
界
緑
よ
り
各
な
四
尺
宛
退
き
造
林
す
る
事

（
稲
生
野
）

今
後
植
林
を
為
さ
ん
と
す
る
時
は
作
障
り
等
を
良
心
的
に
考
慮
し
植
林
を
為

す
こ
と
、
万
一
相
互
間
に
故
障
が
生
じ
た
る
時
は
部
落
民
の
協
定
に
任
せ
る

こ
と

（
白
石
）
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農
民
の
土
地
に
対
す
る
執
蒲
は
想
像
以
上
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
故
に
境

界
に
関
す
る
紛
争
も
起
る
。
そ
れ
は
主
に
伝
統
的
な
慣
行
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
、
次
の
二
例
を
み
る
の
み
で
あ
る
。

山
林
原
野
ノ
境
界
ハ
堀
切
ナ
シ
慨
ク
コ
ト

塊
界
立
出
シ
過
分
一
一
シ
テ
村
方
全
体
ラ
以
テ
境
界
ヲ
定
メ
タ
ル
モ
此
レ
ニ
服

セ
ズ
、
勝
手
一
一
自
宅
境
界
説
ヲ
固
持
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
規
約
述
反
ト
シ
テ
金
三

○
○
円
徴
収
ス
ル
（
杉
木
）

山
林
原
野
冊
畑
の
境
界
の
紛
擾
を
勃
発
せ
し
時
は
必
ず
区
長
組
長
及
び
隣
地

主
の
監
検
を
求
め
査
定
を
な
し
、
万
一
区
長
組
長
の
査
定
に
異
議
あ
り
て
応

じ
難
き
時
は
、
区
畏
組
長
の
出
眼
日
当
一
人
宛
金
五
拾
円
一
応
区
艮
よ
り
徴

収
し
て
各
組
長
へ
分
与
す
、
猶
境
界
遜
定
当
日
は
所
有
主
は
双
方
共
立
合
す

る
も
の
と
す
（
牧
野
）

区
奨
・
組
長
あ
る
い
は
村
方
一
同
の
意
見
に
よ
っ
て
境
界
紛
争
は
解
決
す
る
の

で
あ
っ
て
、
共
同
生
活
体
制
の
強
固
さ
が
示
さ
れ
よ
う
。

６
山
林
原
野
・
神
田
（
共
有
地
）

矢
部
町
に
お
け
る
部
落
共
有
地
の
比
率
は
第
一
表
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
っ

て
、
主
と
し
て
山
林
原
野
で
あ
り
耕
地
と
し
て
は
僅
か
な
神
田
が
所
在
す
る
に

す
ぎ
な
い
。
採
草
場
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
の
で
之
を
省
略
す
る
。

共
有
山
林
の
育
成
は
従
来
価
値
な
き
も
の
（
交
通
路
劣
悪
と
市
湯
へ
の
遠
距

離
な
ど
の
諸
条
件
か
ら
）
と
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
交
通
路
の
整
備
・
発
達
に

伴
っ
て
注
目
さ
れ
、
例
え
ば
横
野
で
は
昭
和
三
八
年
度
よ
り
字
下
の
趣
（
原

野
）
お
よ
び
字
新
道
（
萱
湯
）
に
松
・
杉
を
新
植
育
成
す
る
な
ど
、
（
前
項
作

陣
・
境
界
の
項
に
も
二
・
三
植
林
規
定
が
あ
る
）
、
新
局
面
を
展
開
し
て
い

る
。

（
共
有
地
）
植
林
は
短
期
に
あ
り
て
は
収
益
な
き
も
、
後
年
に
至
り
て
は
本

区
の
基
本
財
産
と
な
り
、
多
大
な
る
収
益
を
有
す
る
も
の
な
れ
ば
、
成
可
く

荒
蕪
地
の
個
所
に
は
植
林
を
な
し
、
後
日
本
区
の
福
利
期
進
を
計
る
も
の
と

す
る
（
牧
野
）

こ
れ
ら
共
有
林
の
手
入
れ
は
区
役
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
（
牧
野
・
芦
屋
出
）

が
、
男
成
で
は
人
夫
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
外
に
共
同
草
切
甥
に
お
け
る

立
木
は
草
場
が
入
札
さ
れ
る
処
で
も
別
個
に
処
理
さ
れ
部
落
の
有
力
な
財
源
と

な
っ
て
い
る
。

共
有
林
に
関
す
る
規
定
が
少
な
い
の
と
対
照
的
に
多
い
の
は
私
有
林
に
関
す

る
規
定
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
主
と
し
て
山
荒
の
禁
止
規
定
で
あ
る
。

栗
の
実
拾
ひ
・
竹
の
皮
拾
い
は
絶
対
に
他
人
の
山
に
無
断
で
入
っ
て
は
な
ら

な
い
、
入
る
鋤
合
は
所
有
者
に
こ
と
わ
る
班
（
麻
山
）

薪
取
ハ
外
ノ
人
ノ
山
一
一
切
物
行
事
禁
ズ
（
犬
飼
）

他
人
の
山
林
内
に
於
て
薪
木
及
竹
皮
等
採
取
す
る
事
を
禁
ず
（
小
笹
）

他
人
の
山
林
に
牛
馬
を
放
し
、
又
は
ナ
タ
・
鋸
等
を
も
っ
て
マ
キ
取
り
そ
の

他
を
禁
す
、
見
当
り
た
る
時
は
区
艮
・
組
長
に
通
告
し
相
当
額
の
処
分
を
成

す
事
（
芦
屋
田
）

こ
の
よ
う
な
規
定
は
笈
石
・
稲
生
野
・
下
名
巡
石
・
藤
木
・
白
小
野
・
瀬
峯
に

あ
っ
て
広
く
み
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
本
来
的
に
は
刑
法
に
も
ふ
れ
る
取
柄

で
あ
る
が
耕
地
の
作
物
荒
し
に
く
ら
べ
て
頻
繁
に
み
ら
れ
る
の
は
、
山
林
が
一

般
に
ど
こ
の
山
に
で
も
入
っ
て
入
用
な
も
の
を
と
っ
て
来
る
と
い
う
よ
う
な
性

格
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
く
に
前
述
の
よ
う
に
交
通
が
不

便
で
価
値
を
有
し
な
か
っ
た
時
代
に
慣
行
的
に
行
わ
れ
た
も
の
が
、
経
済
的
変

化
に
よ
っ
て
価
値
を
も
ち
山
林
所
有
が
意
味
を
持
っ
て
来
る
の
に
対
し
、
従
来

の
慣
行
が
ま
だ
改
ま
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

同
じ
よ
う
な
意
味
で
注
目
さ
れ
る
の
は
木
材
運
搬
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
道
路
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破
損
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

改
修
淡
道
の
木
材
の
地
太
引
は
許
さ
な
い
こ
と
（
白
小
野
）

木
材
搬
出
に
依
る
道
路
の
破
損
は
噸
業
主
及
び
山
主
に
於
て
修
理
を
な
す
事

と
し
、
通
路
の
使
用
は
駐
在
員
の
貯
可
を
受
け
る
事

木
材
を
地
引
に
て
運
搬
す
る
勘
合
は
破
損
料
と
し
て
部
落
内
業
者
は
石
金
五

円
、
部
落
外
業
者
は
石
十
円
小
車
・
木
馬
は
半
額
を
前
金
に
て
徴
収
す
る
、

特
に
破
損
の
溺
合
は
更
に
要
求
す
る
（
笈
石
）

と
く
に
横
野
で
は
昭
和
三
十
三
年
に
「
横
野
農
道
部
落
条
例
」
が
設
け
ら
れ
六

項
目
に
つ
い
て
詳
し
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
更
に
は
道
路
破
損
料
を
超
え
る

部
落
へ
の
礼
金
と
し
て
「
山
林
売
主
は
売
上
金
額
拾
万
円
以
上
は
酒
壱
升
以
上

を
、
買
主
は
弐
升
以
上
を
各
徴
収
す
る
も
の
と
す
、
（
百
石
以
上
は
金
壱
千
円

以
上
を
徴
収
す
）
」
（
南
出
）
に
至
っ
て
は
、
ど
う
考
え
て
も
道
路
修
理
に
端

を
発
す
る
と
は
云
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
規
定
で
は
と
く
に
部
落
外

の
業
者
に
対
し
て
苛
酷
で
あ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
部
落
内
に
お
い
て
は

山
林
売
主
に
対
す
る
平
均
化
（
或
種
の
ね
た
み
）
さ
え
感
じ
ら
れ
る
Ｉ
牛
馬
産

出
者
へ
の
州
金
の
要
求
と
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
神
田
の
状
態
を
み
る
と
、
昭
和
二
四
年
の
農
地
改
革
を
艇
て
い
る
だ

け
に
山
林
・
原
野
に
比
し
て
変
化
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
小
作
に
は
二
●
三
の
差

異
が
み
ら
れ
る
．
ま
ず
神
田
を
有
す
る
も
の
は
南
田
・
山
田
・
芦
屋
田
・
田
吉

・
藤
木
・
大
野
・
長
田
・
桐
原
の
八
部
落
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
戸
数
の
少
な

い
部
落
で
あ
る
こ
と
を
共
通
と
す
る
。
こ
の
耕
作
方
法
と
し
て
は
、
山
田
で
は

「
ひ
や
く
だ
」
の
み
部
落
共
同
耕
作
を
な
し
各
戸
よ
り
厩
肥
一
荷
を
持
出

し
、
海
温
水
の
見
廻
り
は
座
前
に
て
及
び
、
畦
畔
の
草
は
座
前
に
於
て
管
理

す
る
も
の
と
す
、
「
ひ
や
く
だ
」
以
外
の
耕
作
者
は
前
年
通
り
と
す
る
。

と
あ
っ
て
神
田
に
二
稲
の
経
営
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
芦
屋
出
で
は
「
祭
田

は
座
前
に
於
て
使
用
す
る
」
が
、
こ
の
座
前
は
桐
原
で
は
入
札
（
祭
田
Ｉ
宮

田
）
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
。
右
以
外
の
処
で
は
三
’
四
年
間
の
小
作
が
順
に

従
っ
て
廻
っ
て
い
る
。
こ
の
小
作
料
は
田
吉
を
の
ぞ
い
て
玄
米
で
な
さ
れ
て
い

る
。
万
坂
で
は

昭
和
二
十
四
年
度
艇
地
改
革
に
よ
り
、
深
迫
、
趣
蔵
田
・
菅
ノ
谷
・
カ
ラ
ス

山
神
田
を
無
価
格
に
て
〔
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｕ
氏
に
地
上
権
を
ゆ
ず
り
わ
た
し
た
る
に

よ
り
一
川
Ⅱ
川
Ⅱ
一
氏
は
村
方
大
祭
に
玄
米
一
俵
を
さ
し
出
す
聯

右
の
よ
う
な
協
定
が
な
さ
れ
て
い
る
》
郷
社
小
一
値
神
社
の
神
主
男
成
惇
次
郎

氏
の
宮
に
よ
れ
ば
、
災
地
改
革
以
前
は
殆
ん
番
の
郁
落
に
宮
田
（
神
田
）
が
あ

っ
た
と
の
廟
で
あ
る
が
、
現
在
他
の
部
落
で
は
宮
田
（
神
田
）
は
消
滅
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
神
田
に
関
す
る
規
定
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
他
神
社
祭
礼
饗
用
と
し
て
個
人
負
担
ま
た
は
部
落
民
の
分
担
金
を
記
す

笈
石
・
相
藤
寺
・
川
内
・
下
名
連
石
は
神
田
は
す
で
に
処
分
さ
れ
た
結
果
で
あ

ろ
う
。

７
祭
杷
宝
暦
九
年
の
「
上
続
城
矢
部
手
永
村
会
神
社
改
御
畷
」
（
写
）
に
よ
れ
ば
、

現
矢
部
町
に
は
男
成
大
明
神
〈
男
成
）
・
小
一
価
大
明
神
（
浜
町
）
・
白
谷
大

明
神
（
菅
）
・
天
神
社
（
笹
原
）
梅
塊
社
天
神
社
八
幡
社
（
入
佐
）
・
矢
村
大

明
神
（
下
大
川
）
・
年
社
大
明
神
（
北
中
励
）
・
年
社
大
明
神
（
中
島
）
・
山

王
社
（
木
鷺
島
野
）
・
御
泊
大
明
神
（
葛
原
）
・
社
村
大
明
神
（
猿
渡
）
・
乙

牛
大
明
神
（
麻
生
）
・
歳
大
明
神
（
下
名
連
石
）
・
山
王
社
（
三
ヶ
）
・
歳
大

明
神
（
目
丸
）
が
あ
り
、
男
成
社
は
十
五
村
、
小
一
領
社
は
十
四
町
村
の
氏
神

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
部
落
躯
活
で
は
こ
れ
ら
（
郷
）
氏
神
は
余

り
崇
敬
の
対
象
と
な
ら
ず
、
そ
れ
ん
、
の
部
落
氏
神
が
専
ら
崇
敬
の
中
心
と
な

っ
て
い
る
。

2０



第六表君a約遮反の処遇

(※）名称は徽考棚参照（無)は無届、（故)は故意、△は弁横、（女代)は男がいないから女が出ることを表す。

艇休日
、侭

部魂 ７Ｊ１隅１個器F墨≧;、 |””’
放牧地

共有地
その他

、

野荒山
集会｜家畜放飼｜出役’

鶏 牛 出捨 普通

南田

山田

杉木

市原

芦屋田

寺川

下大川

千滝

桐原

長田

大野

長野

田吉

笈石

相藤寺

小原

牧野

白小野

藤木

万坂

瀬峯

北川内

三ケ

麻山

後谷

下川井野

小笹

男成

川内

横野

稲生野

下名迎石

田小野

５

1０

２０

200

2０

１０

30～150

100

1０

２０

5０

５

10～5０

０
０
１
１

3０

※

1０

５０

100

300

100

無)100
I故)除名

無）

5０

役１人

200

100

400

200

5０

200

役１人

2０

３０

役金

200

△
△

300

※

5０

又は300

役１人

100

100

△100

5０

200

△

△

役１人

△

5０

△
△

△
△

△

200

200

300

300

役金倍

200

300

300

350

他所役の
倍

120

役金

250

400

300

300

200

300

４００

(女代）
１００

１時間
1割引

役１人

役１人
(無)3０

※

植林300

△

200

※
１０００

△

※
500～1000

※

100

※
1000

※

草100,山500

△

△

1000

△

※

牡牛500

織淵騨
金の倍額

※
500

役１人

※
500

※
境界300

罰金

違約金

罰金

罰金

過料

罰金

過料

井手の山芋堀
り，科料金

料
料
課
課

発見者に500円
罰金
発見者に500～
800円過怠金

チコク 欠席



部
落
内
の
神
社
・
堂
桐
は
部
落
民
の
負
担
に
お
い
て
維
持
さ
れ
る
。
万
坂
で

は
山
宮
神
社
・
大
日
堂
・
公
民
館
の
補
修
は
「
上
中
下
に
別
ち
順
番
廻
し
と
し

三
十
七
年
度
は
中
組
」
と
し
，
区
長
の
指
示
に
よ
り
こ
れ
を
行
う
。
ま
た
下
名

連
石
の
昭
和
三
三
年
追
加
議
事
に
は
金
禍
寺
屋
根
補
修
に
つ
い
て
「
寺
総
代
に

お
い
て
損
傷
の
程
度
を
調
査
し
各
戸
割
当
を
な
す
こ
と
」
が
決
め
ら
れ
る
な
ど

の
規
定
に
示
さ
れ
よ
う
。

近
年
の
新
生
活
運
動
の
推
進
に
伴
な
っ
て
祭
杷
は
簡
略
化
の
傾
向
に
あ
り
、

小
祭
は
合
同
祭
に
し
て
春
の
彼
岸
に
実
施
（
笈
石
）

村
内
神
社
の
年
三
回
の
祭
り
を
ま
と
め
て
十
一
月
十
五
日
一
○
○
円
持
出
し

で
部
落
全
体
で
行
う
（
川
内
）

な
ど
の
よ
う
に
合
同
祭
も
あ
る
が
、
長
野
で
は
一
月
に
大
祭
・
祭
・
火
除
祭
の

三
つ
が
あ
り
、
藤
木
で
は
十
一
月
か
ら
二
月
ま
で
の
う
ち
に
三
度
の
祭
り
が
あ

る
。
桐
原
で
は
妙
見
・
観
音
・
祇
幽
・
天
神
・
地
蔵
・
虚
空
蔵
・
風
神
・
水
神

各
祭
が
八
回
に
亘
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
但
し
す
べ
て
酒
一
升
を
神
酒
と
し
、
座

前
は
妙
見
・
祇
園
・
天
神
と
観
音
・
虚
空
蔵
・
地
蔵
と
風
神
・
水
神
と
を
同
じ

人
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
抵
で
は
昭
和
一
一
十
三
年
に
「
祭
田
畑
ハ

従
来
祭
礼
年
蕃
世
話
帥
ヨ
リ
耕
作
シ
来
リ
シ
ヲ
生
産
地
強
ノ
目
的
ヲ
以
テ
参
ヶ

年
ヲ
年
期
ト
シ
入
札
ヲ
以
ツ
テ
最
高
額
入
札
者
ヲ
耕
作
者
卜
決
メ
ル
事
」
を
協

定
し
、
座
前
は
従
来
の
順
番
に
よ
っ
て
之
に
従
郡
し
て
い
る
。
神
田
を
も
っ
て

な
い
部
落
で
は
各
戸
神
酒
代
を
負
担
す
る
が
、
前
者
に
比
し
て
簡
略
な
よ
う

で
、
下
名
連
石
で
は
祭
礼
に
は
余
興
こ
そ
あ
る
が
、
「
祭
礼
に
は
各
自
随
意
に

参
拝
す
る
」
だ
け
で
あ
る
。
神
凶
の
有
熱
は
祭
お
よ
び
座
に
影
響
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

８
潰
地
の
処
理
（
公
共
と
私
的
な
も
の
）

前
に
み
た
よ
う
に
公
共
物
に
対
す
る
侵
害
お
よ
び
私
有
物
に
対
す
る
侵
害
は

禁
止
・
制
裁
事
項
で
の
ぞ
ん
で
い
る
が
、
公
的
な
も
の
（
部
落
的
な
意
味
で
）

と
私
と
の
関
係
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
会
議
の
項
に
も
現
れ
た
よ
う
に
、

欠
席
者
は
会
議
の
決
定
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
規
定
は
、

そ
の
一
つ
の
方
向
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
境
界
紛
争
に
も
み
ら
れ

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
湧
で
明
ら
か
に
公
の
た
め
（
部
落
の
た
め
）
に
私
有
財

産
が
侵
さ
れ
る
波
地
の
端
合
で
み
る
と
、
杉
木
で
は
、

村
道
及
ビ
野
道
従
来
ヨ
リ
通
リ
ク
ル
道
セ
マ
キ
処
ハ
村
方
一
同
立
会
ノ
上
広

ム
ル
コ
ト
ヲ
得
、
但
シ
所
有
者
異
議
叩
立
ス
ル
事
ヲ
得
ズ

○
⑨
③
⑤

と
あ
っ
て
太
万
一
便
の
利
益
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
ｃ
村
道
は
と

も
か
く
と
し
て
野
道
は
一
部
関
係
者
の
利
用
に
か
掻
る
道
路
で
あ
る
だ
け
に

（
だ
か
ら
こ
そ
異
議
も
出
る
の
で
あ
ろ
う
が
）
共
同
体
の
た
め
と
い
う
大
離
名

分
の
前
に
お
け
る
個
人
の
権
利
の
弱
さ
が
目
立
つ
。
勿
論
こ
の
潰
蝿
に
対
し
て

は
「
田
坪
当
り
参
百
円
、
畑
坪
当
り
弐
百
円
、
原
野
山
林
坪
当
五
拾
円
」
（
万

坂
）
程
度
の
補
俄
は
な
さ
れ
る
か
ら
全
く
の
公
へ
の
奉
仕
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
が
耕
地
を
手
放
す
こ
と
を
欲
し
な
い
農
民
が
満
足
し
よ
う
は
ず
は
な
く
、
共

同
体
規
制
へ
の
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
部
落
規
約
全
般
を
流
れ
る
埜
本
的
な
考
え
方
で
も
あ
っ
て
、
部

落
生
活
が
共
同
体
中
心
に
営
ま
れ
る
こ
と
の
証
で
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
検
に
拡

げ
て
共
同
体
柵
成
員
と
非
共
同
体
員
と
の
場
合
に
当
て
は
哀
る
の
で
あ
っ
て
、

部
落
民
に
と
っ
て
共
有
林
野
・
公
民
館
・
道
蹄
な
ど
の
使
川
は
何
ら
支
障
は
な

い
が
、
部
落
外
の
利
用
に
は
そ
こ
に
差
（
現
在
で
は
主
と
し
て
使
用
料
）
を
つ

け
る
と
い
う
、
共
同
体
の
封
鎖
性
と
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

五
罰
則

す
で
に
各
項
で
ふ
れ
た
よ
う
に
部
落
規
約
に
は
多
く
禁
止
事
項
宅
含
ん
で
い
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民
の
参
加
に
よ
っ
て
成
立
す
る
集
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
ま
た
部
落
民
全
体

の
署
名
に
よ
っ
て
効
力
を
発
す
る
と
は
い
え
、
部
落
的
立
場
に
お
い
て
規
約
が

決
定
さ
れ
る
以
上
個
人
の
利
害
と
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
わ
け

で
、
こ
猫
に
そ
の
統
制
な
り
秩
序
な
り
を
み
だ
す
も
の
へ
の
制
裁
と
し
て
罰
則

が
必
要
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
上
に
み
ら
れ
る
も
の
は
国
家
の
法
と

は
か
誤
わ
り
の
な
い
部
落
的
社
会
内
部
に
の
み
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

⑤
●

も
村
八
分
と
は
い
わ
ぬ
ま
で
も
「
故
意
に
出
席
を
怠
り
た
る
場
合
は
除
名
又
は

。
３

（
参
百
円
）
の
罰
金
」
（
下
大
川
）
と
い
う
き
び
し
い
制
裁
が
な
さ
れ
る
こ
と

に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
共
同
体
的
な
部
落
の
あ
り
方
を
単
な
る
村
落
の
自
治

と
解
し
て
よ
い
か
ど
う
か
疑
問
の
条
項
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
多
い
条
項
は
山
荒
し
・
野
荒
し
に
関
す
る
罰
則
で
あ
る
。
こ
れ
は
当

然
私
有
財
産
の
侵
害
で
あ
る
か
ら
刑
事
犯
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
、
内
容
を
み

る
と
「
ナ
タ
や
鎌
」
を
も
っ
て
の
山
荒
し
禁
止
よ
り
も
「
栗
の
実
取
り
・
杉
穂

取
り
」
な
ど
微
細
な
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
国
家
権
力
に
と
っ
て
は
微
細

な
為
に
問
題
に
な
ら
ぬ
事
柄
で
あ
る
が
、
部
落
生
活
で
は
大
き
な
問
題
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
１
と
く
に
山
林
の
持
主
が
蛎
落
会
議
の
有
力
者
で
あ
ろ
う
か
ら
Ｉ

設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
小
刑
事
犯
と
し
て
国
家
権
力
の
譲
渡
・

黙
認
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

矛
三
の
事
項
は
共
同
体
の
決
定
と
個
人
財
産
と
の
価
突
の
場
合
で
あ
る
。
杉

木
・
三
ケ
に
み
ら
れ
る
境
界
争
い
の
裁
決
が
、
「
村
方
全
体
ヲ
以
テ
境
界
ヲ
定

メ
タ
ル
モ
此
二
服
セ
ズ
」
勝
手
な
頚
と
い
う
と
し
て
規
約
違
反
を
問
わ
れ
た

り
、
道
路
に
つ
い
て
「
村
方
一
同
立
合
ノ
上
広
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
、
但
シ
所
有
者

●
●
⑥
●
勺
ｓ
●
。
⑧
○
・

異
議
申
立
ス
ル
事
ヲ
得
ズ
」
（
杉
木
）
と
い
う
の
は
共
同
体
的
秩
序
を
重
ん
ず

る
余
り
個
人
の
財
産
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
近
代
的
法
律
と
矛
盾
す
る

こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
農
休
日
の
規
定
に
つ
い
て
も
、
も
と
も
と
「
農
民

る
が
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
罰
則
と
し
て
部
落
民
を
制
裁
す
る
に
は
至
ら
な

い
。
嗣
則
と
な
っ
て
い
る
事
項
は
集
会
遅
刻
、
欠
席
、
家
畜
放
飼
、
区
役
、
山

荒
し
、
農
休
違
反
な
ど
で
あ
り
、
（
第
四
表
の
参
照
）
主
と
し
て
違
約
金
・
科

料
・
過
怠
金
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
処
遇
は
第
六
表
通
り
で
あ
る
。

部
落
規
約
が
あ
る
三
二
部
落
の
う
ち
罰
則
規
定
が
全
く
な
い
の
は
犬
飼
・
梅

木
・
白
石
の
三
部
落
（
入
佐
は
不
明
の
た
め
除
く
）
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
ど

の
よ
う
な
形
で
前
項
の
事
柄
が
取
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
み
る
と
、
犬
飼
で
は

薪
取
ハ
外
ノ
人
ノ
山
二
切
物
行
事
禁
ズ

ー
ラ
ト
リ
ハ
農
作
物
二
被
害
ア
タ
エ
ザ
ル
様

牛
馬
ノ
子
ハ
生
産
シ
タ
ル
時
ハ
区
長
ノ
手
本
二
届
出
ル
事
、
農
作
物
ナ
ド
ニ

被
害
ヲ
ア
タ
エ
ザ
ル
様
飼
主
ニ
オ
イ
テ
注
意
ス
ル
事

集
合
会
議
あ
る
と
き
は
時
間
を
守
る
事

の
諸
項
が
め
り
、
多
分
に
牽
制
的
で
あ
り
、
ま
た
火
災
で
部
落
規
約
を
焼
失
し

た
梅
木
で
も

熱
・
仔
牛
等
の
放
飼
は
別
に
罰
則
な
く
と
も
各
自
の
良
心
に
従
ひ
農
作
物
等

の
被
害
を
少
な
く
す
る

な
ど
専
ら
『
良
心
的
な
」
点
で
違
反
を
抑
え
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
従
っ
て

部
落
規
約
の
一
般
的
性
格
と
し
て
罰
則
規
定
を
伴
な
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
嗣
則
が
村
落
生
活
の
ど
の
部
分
に
適
用
さ
れ
る

か
と
い
う
暇
は
、
部
落
規
約
が
部
落
生
活
に
及
ぼ
す
範
囲
を
み
る
上
で
も
重
要

な
視
点
で
あ
り
、
部
落
規
約
の
機
能
を
示
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

ま
ず
最
も
多
い
罰
則
は
、
集
会
・
家
畜
放
飼
・
出
役
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
部
落
生
活
に
お
け
る
共
同
体
的
経
営
に
関
す
る
右
の
事
項
に
罰
則
が
集
中

す
る
こ
と
は
、
部
落
の
共
同
体
的
性
格
が
非
常
に
強
く
個
人
の
経
営
・
生
活
を

規
制
し
て
い
る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
勿
論
そ
れ
ら
部
落
的
経
営
が
舗
落

Ｉ
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こ
の
よ
う
な
部
落
規
約
は
他
地
域
の
例
（
例
え
ば
前
田
正
治
氏
『
日
本
近
世
村

法
の
研
究
』
お
よ
び
「
但
馬
旧
森
尾
村
に
於
け
る
明
治
以
降
の
村
法
資
料
」

『
法
と
政
治
三
巻
一
一
。
一
一
一
号
』
な
ど
）
か
ら
推
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
近
世
的

村
法
に
著
し
く
類
似
し
て
お
り
、
そ
の
継
続
と
考
え
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
矢
部
地
方
で
は
明
治
三
十
年
の
「
相
藤
寺
規
約
」

が
最
も
古
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
測
る
か
否
か
は
今
後
の
史
料
採
訪
に

よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
部
落
規
定
上
細
か
い
規
定
が
多
い
事
項
を
み
る
と
①
制

限
禁
止
事
項
と
②
道
捧
使
用
ｌ
と
く
に
木
材
搬
出
に
伴
な
う
破
損
修
珂
ｌ
お
ょ

結
び

以
上
に
の
べ
た
部
落
規
約
は
、
部
落
が
今
な
お
共
同
体
的
性
格
を
持
っ
て
い

る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
農
村
部
に
ひ
ろ
く
一
般
的
な
も
の
と
し

て
存
在
す
る
こ
と
は
、
矢
部
町
一
帯
の
社
会
的
発
達
の
段
階
を
示
す
も
の
と
し

て
そ
れ
自
身
探
究
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
と
考
え
る
。
今
こ
上
で
は
部
落
規

約
に
つ
い
て
の
み
目
を
向
け
た
が
、
そ
の
要
点
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

Ｌ
農
村
部
に
伝
統
的
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
こ
と

Ｌ
部
落
の
集
会
に
図
ら
れ
、
部
落
共
同
生
活
に
お
け
る
秩
序
と
な
る
こ
と

乱
反
面
部
落
生
活
に
関
す
る
具
体
的
な
運
営
率
項
よ
り
も
、
制
限
・
禁
止
班

に
休
日
」
を
と
い
う
近
代
的
経
営
か
ら
発
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
罰
則

を
伴
な
う
と
い
う
処
に
共
同
体
秩
序
優
先
と
い
う
か
従
来
の
共
同
体
的
紐
帯
で

統
制
し
よ
う
と
す
る
部
落
規
約
の
古
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

罰
則
は
と
く
に
共
同
体
的
体
制
の
具
現
と
し
て
注
目
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
い

え
よ
う
。

項
が
渡
厚
で
あ
る
こ
と

２３

八
付
記
Ｖ

本
稿
に
関
す
る
韮
礎
史
料
調
査
に
は
矢
部
町
各
部
落
駐
在
員
各
位
の
御
理
解
と

御
厚
情
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
ま
た
調
査
分
折
に
関
し
て
は
、
関
西
学
院
一

大
前
田
正
治
氏
・
東
京
教
育
大
千
葉
正
士
氏
・
滋
澱
大
原
田
敏
丸
氏
・
熊
木
県

史
編
さ
ん
室
花
岡
典
師
氏
か
ら
激
励
と
参
考
文
献
を
頂
い
た
。
以
上
の
各
位
に

深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

ぴ
植
林
規
定
な
ど
あ
っ
て
、
前
者
が
郁
落
共
同
体
の
維
持
と
い
う
伝
統
的
性
格

を
濃
厚
に
も
つ
の
に
対
し
て
、
後
者
は
経
済
的
・
社
会
的
変
動
に
よ
っ
て
稲
落

生
活
に
新
し
く
発
生
し
た
撫
項
で
あ
り
、
伝
統
的
慣
行
に
よ
っ
て
処
理
で
き
な

い
部
分
に
属
す
る
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
て
、
村
落
生

活
と
規
約
と
を
み
る
と
、
規
約
で
は
共
同
体
的
諸
権
利
（
入
会
・
用
水
・
道
路

使
用
）
な
ど
の
行
使
に
関
す
る
規
定
が
余
り
明
確
で
な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
農
耕
生
活
に
不
可
欠
な
要
因
で
あ
り
、
古
く
か
ら
農
民
は
こ
れ
ら
に

対
す
る
諸
梅
利
を
有
し
た
筈
で
あ
る
。
か
巽
る
股
重
大
事
に
関
し
て
規
約
が
ふ

れ
て
い
な
い
の
は
そ
れ
が
伝
統
的
慣
習
に
よ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

も
し
そ
れ
が
正
し
い
推
論
で
あ
る
な
ら
ば
、
郁
落
規
約
は
佃
行
と
同
じ
点
か

ら
出
発
し
、
同
じ
く
共
同
体
体
制
の
保
存
維
持
Ⅱ
部
落
社
会
生
活
の
維
持
ｌ
を

目
的
と
し
な
が
ら
も
、
時
宜
に
応
じ
て
変
化
し
た
（
あ
る
い
は
守
ら
れ
る
べ
き

規
地
の
変
化
に
伴
っ
た
）
部
分
の
集
職
で
あ
る
と
も
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
村
落

生
活
は
悩
行
と
規
約
と
い
う
二
頭
の
枠
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
営
な
哀
れ
て
い
る

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
三
八
・
六
・
三
○
）
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